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〈ウパーリ所問経〉に説かれた「三十五仏悔過」
－イェシェー・ギェルツェン著『菩薩堕罪懺悔註』の和訳と研究－
藤仲孝司、中御門敬教
■序
本稿は、チベットのゲルク派学僧イェシェ ・ーギェルツェン（Ye shes rgyal mtshan.
1713-1793）が著述した『菩薩堕罪懺悔註 ‐見ると有益なもの‐（Byang chub sems
dpa’i ltung ba bshags pa’i ṭī kka ‐mThong ba don ldan‐）』（東北 No.6058（Na.1-14））
に対する翻訳研究である。『菩薩堕罪懺悔註』は、大乗の懺悔儀礼を説く〈ウパー
リ所問経〉（Vinaya-Viniścaya-Upāli-Paripṛcchā, VVUP）に依って、三十五仏悔過を主
題とした註釈書である
1
。〈ウパーリ所問経〉に基づく三十五仏の悔過はインドで
盛んに行われた
2
。〈ウパーリ所問経〉は、後述のようにシャーンティデーヴァ著〈集
1
〈ウパーリ所問経〉から、三十五仏悔過を説く段を部分抜粋したものが、〈菩薩堕罪懺悔経〉、
あるいは〈菩提堕罪懺悔経〉と呼ばれる。大乗仏教初期から行われた懺悔、随喜、勧請の三品悔
過を説くから、〈三品経〉（トゥリスカンダ）とも呼ばれる。この呼称はネパールにおける複数
の梵文写本に出る（Cf.田中〔2009〕）。原拠から抜粋した後に異なった経典名が見られ、その名を
支持する複数の梵語写本もあることから、原拠〈ウパーリ所問経〉を越えたこの儀礼の重要性・
流布が推測される。この経典の梵本、蔵訳、漢訳の原文と全容は白崎〔1988〕pp.158-166 に掲載
されている。チベットにおける〈菩薩堕罪懺悔経〉註釈としては、ギェルツァプ・タルマリンチ
ェン（rGyal tshab dar ma rin chen. 1364-1432）、今回扱うイェシェー・ギェルツェン（Ye shes rgyal
mtshan. 1713-1793）、カルマ・ネードゥンテンギェー（Kar ma nges don bstan rgyas. 1770-?）、ロサ
ン・ペルデンテンペーニマ（パンチェンラマ四世. Blo bzang dpal ldan bstan pa’i nyi ma. 1781-1854）、
ジャンチェン・ドゥペードルジェ（dByangs can grub pa’i rdo rje. 1809-1887）、ロサンタディン（Blo
bzang rta mgrin.1867-1937）による著作がある（Cf.白崎〔1989〕pp.97-98）が、これらゲルク派の
学僧たちの諸釈も、後記の同派開祖ツォンカパの代表作『菩提道次第論』の理論と実践の枠組み
の中に位置付けられるものである。
2
四大訳経家の一人である不空（705-774）の記述によって、その盛行を紹介する。以下は明確な
六時礼懺（六つの時間帯に行う敬礼と懺悔の儀礼）である。不空は渡印しており、現地での見聞
を伝えた文章である。
○唐不空訳『三十五仏名礼懺文』奥書（『大正蔵』12, 宝積部・涅槃部, No.326, p.43b）「右此三十
五仏名並懺悔法、出烏波離所問経。能浄業障重罪。現生所求禅定解脱、及諸地位皆能満足。五天
竺国修行大乗人、常於六時礼懺不闕。功徳広多、文煩不能尽録。但依天竺所行者略記之。余如本
経所述也」
【和訳】「〔以上、〕右〔に説いた〕この三十五仏の名号、並びに〔その〕懺悔法は、〈ウパー
リ所問経〉を出典とする。よく業障と重罪とを浄め、この世の人が求める禅定解脱、及び〔十〕
地〔の〕位をすっかり成就できる。五天竺国で修行する大乗仏教徒は、いつも〔晨朝、日中、日
没、初夜、中夜、後夜の〕六時における〔三十五仏への〕敬礼と懺悔とを欠かすことはない。そ
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学論〉に〈金光明経〉の懺悔とともに引用され、後述の〈説四法経〉の四力による
罪悪の浄化に結びつけられたが、これはその後のインド・チベットでの菩薩戒の実
践とそこにおける懺悔にきわめて大きな影響を与えた。インドの原典と漢訳、チベ
ット訳の諸経論に出る三十五仏悔過の内容とその仏名の対応などは、すでに白崎
〔1988〕（pp.154-157）3においてジターリの著作を中心としながら詳しく研究され
ている。
漢訳仏教圏では仏名会や法華懺
4
にその位置を譲るため馴染みが薄いが、この三
十五仏悔過はチベットでは「仏名を唱えて懺悔する」という平易な信仰から、三種
の功徳は広大であり、沢山である〔が〕、文章にするのは煩わしく、記録し尽くすことはできな
い。ただし天竺で修行する者に依って、以上を略記した。その他は本経（『三十五仏名礼懺文』）
が述べるとおりである」
こうした盛行を背景にして、インドでは〈菩薩堕罪懺悔経〉を原拠として、ナーガールジュナ
（〈中論〉の龍樹とは別人 7-8c.ca.）とジターリ（960-1040）とによって、註釈が著作された。こ
れについては白崎顕成氏がテキスト篇、翻訳篇、研究篇に至る詳細な研究を行っておられる（Cf.
白崎〔1988〕〔1989a〕〔1989b〕〔1990〕）。ジターリ著〈菩提堕罪懺悔註 －菩薩学次第－〉の造
論目的は以下の通りである。
【白崎訳】「そこで、菩提心をおこして、このうえなき幸福を得ることを望む人々に、罪悪（āpatti）
から退くことの方便を理解させるために、〔世尊は〕この〔経〕をおときになっている」（Cf.白崎
〔1990〕p.223）
3
扱われた経論は以下の通りである。梵本〈ウパーリ所問経〉、梵本〈三品経〉、法護等訳『大乗
修菩薩学論』（『大正蔵』32「論集部」, No.1636）、不空訳『三十五仏名礼懺文』（『大正蔵』12「宝
積部・涅槃部」, No.326）、燉煌三蔵訳『決定毘尼経』（『大正蔵』12「宝積部・涅槃部」, No.325）、
菩提流支訳『大宝積経』「優波離会」（『大正蔵』12「宝積部・涅槃部」, No.310-24）、曇摩蜜多訳
『観虚空蔵菩薩経』（『大正蔵』13「大集部」, No.409）、求那跋摩訳『菩薩善戒経』（『大正蔵』30
「中観部瑜伽部」, No.1582）、ツォンカパ『三十五仏現観ならびに尊造量度』（東北 No.5366）、
マティチトラ『三十五善逝讃名宝鬘』（大谷 No.2033）である。なお『宝月童子所問経』には、
〈ウパーリ所問経〉所説の三十五仏のうち、第十八から二十六までの仏が共通して説かれている
（Cf.瓜生津〔1999〕pp.156-157）。
なお、今回扱うイェシェーギェルツェンの説明は、同じ「三十五仏悔過」を扱う範囲において
ジターリの説明と一致するものも多い。しかし、イェシェーギェルツェンは本著 11b に自らの講
説の内容について、仏尊や上師のおかげもあって前代未聞の勝れたものであると述べている。彼
がジターリの著作を見ていてなおかつそのように述べたのかどうかは不明である。ただし、ツォ
ンカパの「菩提道次第」の教えや中観帰謬論証派の哲学における業果の理解と両立する形でもっ
て、「三十五仏の悔過」が説かれたということは、確かに前例のないことであったにちがいない。
4
東アジアの代表的な懺悔儀礼は法華三昧（法華懺）である。普賢菩薩と結縁するこの法華三昧
は、『法華経』『観普賢菩薩行法経』に依り、天台の代表的修法の四種三昧のうち半行半坐三昧に
対応する。具体的には智顗『法華三昧懺儀』『摩訶止観』に準拠し、三七日に限り法華三昧堂に
おいて修せられる。この法華三昧堂はこの修法が普賢菩薩を本尊とし、行者による色身普賢の影
向観察を目指す点から、別名「普賢道場」とも呼ばれる。また一般的前行の後に実相中道の念観、
『法華経』読誦、並びに六根罪障の滅罪懺悔、懺願法（懺悔・勧請・随喜・廻向・発願の儀式）
などもこの修法で行われる。実質的には滅罪懺悔が中心となるから、法華懺法、法華懺とも呼ば
れる。宮中においては「御懺法講」と称され、声明雅楽を含めた音楽法要としても大いに修され
た。この普賢菩薩修法については「普賢講」という名称で国文学資料にも言及がある。代表的な
ものに『源氏物語』「松風」、『栄花物語』巻第十七「おむがく」、『今昔物語集』巻二十四「僧登
照、相倒朱雀門語第二十一」がある。Cf.中御門〔2007〕pp.6-9
157
の懺願（三十五仏善逝名宝鬘（当経）、行願讃、弥勒誓願）の一つとして驚くほど
普及した
5
。ゲルク派開祖のツォンカパ（Tsong kha pa Blo bzang grags pa.1357-1419）
もまた、その主著『菩提道次第論』「小士と共通した道次第」において〈説四法経〉
の四力、すなわち依処、対治、能破、回復
6
により罪悪を浄化する行法を説いており、
その箇所
7
においても、〈金光明経〉の懺悔とともに三十五仏の悔過を唱えるべきも
5 Cf.釋舎〔1977〕、頼富〔1990〕p.36,42 中国では善導撰『般舟讃』（「念念称名常懺悔」）が有名
である。
6
各々の原語は、依処（Skt.āśraya）、対治（Skt.pratipakṣa-samudā）、能破（Skt.vidūṣanā-samudā）、
回復（Skt.pratyāpatti）である。これらのチベット語訳は、〈説四法経〉自体の翻訳とそれを引用
した〈集学論〉の翻訳では少し異なっているものもある。補足資料の訳註を参照。なお、四力の
教えは〈集学論〉の影響下のシャーンティデーヴァ流の発心儀軌のうち、七支供養の第二、懺悔
の部分に組み込まれていることも多い。トルンパチェンポ・ロドゥジュンネー（Gro lung pa chen
po Blo gros ’byung gnas）著『教次第大論』（bsTan rim chen mo（lHa sa ed. The Asian Classics Input
Project. Release VI, A Thousand Books of Wisdom, New York 1998）110a6ff.）もそのような形で詳細
に述べており、ガムポパ（sGam po pa）著『解脱荘厳（Thar rgyan）』（The Jewel ornament of liberation.
Ed.Khenpo Sonam Gyatso Varanasi, 1999）pp.120-130 にも説かれている。初期カダム派の語録『青
冊子の註釈（Be'u bum sngon po'i 'Grel pa）』（東北 No.6970; Mi rigs dpe skrun khang, 1991 p.162,
pp.397ff.東北 No.6970 231aff.）にも言及されている。もちろん、この『青冊子の註釈』（1991）p.398
に、「声聞部派は、四力をすることは妥当ではない。経験が決定したのと為すことが決定したの
との二つにより必ず果を与えることを主張する」というように、この行法による罪悪の浄化は大
乗のみの実践である。また〈量評釈〉タルマリンチェン釈（Cf.藤仲〔2010a〕p.218）、〈金剛般若
経〉チョネ・ダクパシェードゥプ釈（Cf.同〔2010a〕p.53ff.）にも、業の問題と関係して四力懺
悔が説かれている。
7 Cf.ツルティム、藤仲〔2005a〕pp.126-129, 〔2005b〕pp.239-244, p.376ff.; これは、因果を信ず
べきことを説いた後の箇所である。またツォンカパは『四力懺悔作法（Stobs bzhi bshags pa byed
tshul）』（Cf.大谷No.6084,P.Ga.177b-182b、東北No.5275（81）D.Kha.180-186）という著作も遺して
いる。この著作地はチャンムパリン（Byams pa gling.弥勒寺）とされる。それがアムドのクンブ
ム・チャンムパリンとすれば、初期の著作ということになるが、詳細は未検討である。この『四
力懺悔作法』は題名のとおり〈説四法経〉の四力により罪悪を浄化する作法を解説したものであ
る。そこで典拠として用いているのが、シャーンティデーヴァ著〈入行論〉「懺悔品」、「能破」
として〈金光明経〉「懺悔品」、「〔対治の〕現行」としてナーガールジュナ〈宝行王正論〉「誓願
二十頌」と〈準堤陀羅尼〉であり、その中心は〈金光明経〉「懺悔品」の偈頌である。
『四力懺悔作法』の概要を示すために、その冒頭と奥書を翻訳すると次のとおりである。
【冒頭和訳】「（P.Ga.177b4）（L.Kha.180b6）尊者文殊の御足に慇懃に敬礼する。それらにおい
て当面と究竟とのあらゆる妙楽（bde legs）が容易に成就する〔ところの〕、罪悪が清浄になる儀
軌を説明しよう。〈説四法経（Chos bzhi bstan pa’i mdo）〉に、「〔菩薩大士は〕四力を具えるな
ら、造ったし、積んだあらゆる罪悪が清浄になる」とお説きになったので、業障を浄化しようと
する者は、四つの対治の力に努めるべきである。その〔四つの対治の力の〕うち、〔釈尊は同経
に〕依処の力を最後にお説きになっているが、実践する次第においては最初に行うと易しい。そ
れらを行う次第はこうである。〔すなわち〕初めに浄らかな場所に〔三〕宝の依処を多く配置し
て、それら〔仏像など〕を「仏と菩薩そのものである」との想いを確立した。それらの御前にお
いて、良くて多い供養を美しい荘厳に準備したものを、知によって無量に化作して供養する。次
に無始以来の世々生々、現在に至るまで、三毒（貪瞋痴）が動機となった〔身口意の〕三門の罪
悪〔、すなわち〕自己が作ったものと、他者に作らせたものと、他者が行ったことに随喜したこ
ととによって、総体的には輪廻、そして個別には三悪趣の激しくて長期間の苦を生じたさまを何
度も思念し、きわめて恐怖する意によって、敵により迫害された弱い者が力ある者へ帰依するよ
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のとされている。彼は少数の弟子たちと山に籠もって修行を始めるにあたって罪悪
を浄め、善を積むために三十五仏の悔過を徹底的に行ったことが伝えられている
8
。
ツォンカパ自身は、『菩薩地戒品の釈論・菩提正道』
9
においても罪悪を浄化するこ
れらの作法に言及しているし、『三十五仏現観ならびに尊像量度』（東北 No.5366）
という造像法をも著作している。彼の法嗣タルマリンチェン（Dar ma rin
chen.1364-1432）もまた『三十五仏の名号の功徳』（東北 No.5429）を著作している10
（この三十五仏のタンカ（仏画）は、青木文教（龍谷大学蔵）や河口慧海（東北大
学蔵）によっても我が国に請来されている
11
）。今回扱うイェシェー・ギェルツェン
の著作は、特にこの重要な行法について著作されたものであり、その要旨を理解す
るためにたいへん便利なものである。
本稿では、原拠となる〈ウパーリ所問経〉、そして本稿で扱う『菩薩堕罪懺悔註』
全体像など確認した上で、訳註に入ることにしたい。
■〈ウパーリ所問経〉所説の懺悔
懺悔とは自業自得、善因楽果・悪因苦果を大前提としつつも、現世の罪業を来世
に引かない、ひいては現世の活動への内省を促す、止悪修善の儀礼である。自身の
罪業を清浄にすることによって、福徳を積み、最終的には成仏をも目指す。語とし
ては音写と意訳との合成語と考えられる。その場合、「懺」（Skt.kṣama（忍））と「悔」
（過ちを悔やむ）から成る。意味としては「悔過」（Skt.deśanā, āpatti-deśanā）と共
通する。自身の罪を仏・比丘の前で告白し、忍容を求める行為である。律や戒との
抵触を反省する。律蔵の規定によると、満月と新月との説戒、夏安居の最終日に、
戒本を読誦し、違反した罪を一人、ないし四人の大僧に告白する儀式を指す。初期
うに、三宝に帰依する強い思念を生じ、口に次のように唱えよ。～（以下、〈入行論〉Chap.2.vs.48-54
引用）」
【奥書和訳】「（P.Ga,182b4）（L.Kha.185b6）罪悪の対治を完全に成就するものが四力である。
その諸儀軌を、仏子シャーンティデーヴァ〔著〈集学論〉「懺悔品」の構成〕に従って、分かり
やすく実践の次第に編纂した。このやり方は、繁栄の吉祥によって美しく、勝者の教えを受持す
る者たちを大いに敬うペルジョル・サンポが祈願した折に、〔ツォンカパ・〕ロサンタクパが弥
勒寺（Byams pa gling）において著述した。その善により無辺の衆生の、あらゆる業障が清浄にな
ることにより、内外の災いすべてを離れて、勝者の最高の境地に容易に赴けますように！これに
よっても勝者の教えの宝が栄え、久しくとどまりますように！」
8
本稿註 75 を参照。
9
ツォンカパ著『菩提正道（Byang chub gzhung lam）』(Toh.No.5271 Ka, P No.6145 Cha); 英訳：Mark
〔1986〕
10 Cf.ツルティム、藤仲〔2005〕p.377
11 Cf.田中〔2009〕p.34 しかしその一方で、三十五仏のうち、第四龍尊王仏と第二十八善名称功
徳仏とを除いて、その他の諸仏が単独に信仰されることはほとんどなかった。
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仏典では釈尊に対する罪の告白例が多い。
今回扱う〈ウパーリ所問経〉は、懺悔を説く大乗経典の一展開形である。大乗仏
教の興起を背景に声聞戒だけでなく菩薩戒が説かれるようになったが、そのような
事情をよく反映した経典であり、菩薩による三十五仏への懺悔、声聞戒と菩薩戒と
の区別を主題としている。経典の副題である「律の決択」はそのような内容を示し
たものである。
諸本を整理すると以下の通りである。
・西晋燉煌三蔵（竺法護）訳『仏説決定毘尼経』（『大正蔵』12, 宝積部, No.325）
・唐不空訳『三十五仏名礼懺文』（『大正蔵』T12, 宝積部, No.326）12
・唐菩提流志訳『大宝積経』「優波離会第二十四」（『大正蔵』11, 宝積部, No.310-24）
・’Phags pa ’Dul ba rnam par gtan la dbab pa Nye bar ’khor gyis zhus pa zhes bya ba theg
pa chen po’i mdo（デルゲ版：東北 No.68、北京版：大谷 No.760-24、
Vinaya-Viniścaya-Upāli-Paripṛcchā, edtd., Pierre PYTHON, Paris, 1973）
さて当経では、罪を告白する対象を、釈迦仏を本尊とする「三十五仏」に限定し
ており、「三十五仏悔過」という呼称もそれら尊格の名称にちなんだものである。
この特徴は懺悔を説く古訳の『法鏡経』『郁迦羅越問菩薩行経』などには見られず、
儀礼の成熟・展開が窺われる。この経典の最古訳は上記の通り、西晋（265-316）
年代であるから、比較的初期の段階から三十五仏悔過が行われていたことになる。
大乗仏教の成熟と平行して、この〈ウパーリ所問経〉は大乗菩薩戒との関係上、
重要になる。菩薩戒とは、「出家・在家共通の戒であり、六波羅蜜などを実践し、
強い菩提心をもって、利他行を行って修行する菩薩行（大乗仏教の修行）の理論と
して展開した」ものとされる
13
。教団規定に力点をおいた律とは異なり、実践理念
に力点をおくことが特徴と言えよう。それら菩薩戒は当初、大乗の諸経典に説かれ
たが、それがさらに大乗の論書において展開したものとしては、〈瑜伽論〉「戒品」
所説の三聚浄戒（摂律儀戒、摂善法戒、饒益有情戒）に拠るアサンガ流菩薩戒と、
〈集学論〉〈入行論〉に拠るシャーンティデーヴァ流菩薩戒とがある
14
。〈ウパーリ
所問経〉は、〈集学論〉の第 8 章「懺悔品」、第 16 章「賢行儀軌品」15に引用されて
12
唐不空（705-774）訳『三十五仏名礼懺文』は菩提流支訳の抜粋版である
13 Cf.藤田〔2009〕p.91（小口偉一、堀一郎監修『宗教学辞典』東京大学出版会、1973 年、p.86
を原拠とした引用）
14 Cf.藤田〔2009〕
15
第 16 章の v.25ab には、「常に注意深く、敬礼を始めとする賢行の儀軌がなされるべきである」
とある。「賢行（普賢行）」には広義と略義があるが、この場合は略儀、すなわち「七支供養」を
指す。インド・チベットの大乗仏教では七支供養を説く代表的仏典が〈普賢行願讃〉である点に
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おり、後者の流儀と関係が深い。そこには、シャーンティデーヴァによる〈ウパー
リ所問経〉に対する評価も行われている。以下の通りである
16
。
【梵本試訳】「このように、堅固にした勤励と志願と悲のこれら各々によって、福
徳の増長に着手すべきである。その場合、先ず始めに－
「常に注意深く、敬礼を始めとする賢行の儀軌がなされるべきである」（v.25ab）
〈郁伽長者所問経〉には、「夜中に三度、そして日中に三度、〔体を〕清め清潔な
衣服を身につけた者は、三品を転読する（繰り返す）」と説かれている（Cf.註 136）。
そこの三とは、功徳の集まりのうち、罪悪の告白（懺悔）、功徳に対する随喜、仏
の勧請と呼ばれるものである。そこの敬礼は罪悪の告白に含まれる。〈ウパーリ所
問経〉には、諸仏に帰依して〔罪悪を〕告白するとあるし、懇願は勧請に同じ意味
であるから〔省略される〕。しかし供養は威力がないから無常であるといって、説
かれない。心と口の〔供養〕は他の経典に説かれるから説かれない。しかし、三つ
の言葉から要点が了解される。そこの敬礼は「あらゆる仏に私は敬礼します」とい
ったものである。〈無尽意菩薩経〉は、自身と他者の罪悪を告白することが、福徳
資糧として述べられる。さらに供養は、四偈頌によって、そして先に詠われた通り
の諸讃によって、あるいは〈普賢行願讃〉等の諸偈頌によって〔説かれる〕。〈宝雲
経〉に説かれたとおりである。」
起因する。
16
【梵本】Śikṣāsamuccaya, p.289, l.11
「evamebhiḥ paraspara-dṛḍhī-kṛtyair vyavasāyāśaya-kāruṇyaiḥ puṇya-vṛddhim ārabhet / tatra tāvad 
bhadrācaryā-vidhiḥ kāryā vandanādiḥ sadādarāt / /（v.25ab）
Āryogradattaparipṛcchāyāṃ hi tri-rātre trir divasasya ca śuceḥ śuci-vastra-prāvṛtasya ca triskandhaka- 
pravartanam uktaṃ / / tatra trayaḥ skandhāḥ pāpa-deśanā-puṇyānumodanā-buddhādhyeṣaṇākhyāḥ puṇya- 
rāśitvāt / tatra vandanā pāpa-deśanāyām antarbhavati / buddhān namaskṛtyopāliparipa(pṛ)cchāyāṃ
deśaneti kṛtvā / yācanam adhyeṣaṇāyāṃ ekārthatvāt / pūjā tu vibhavābhāvād anityeti noktā / mānasī vācasī 
ca sūtrāntara-prasiddhatvān noktāḥ / trayāṇāṃ tu vacanāt prādhānyaṃ gamyate / tatra vandanā 
sarva-buddhān namasyāmīti / / 〔Āryākṣayamatisūtre tvātma-para-pāpa-deśanā puṇya-saṃbhāre paṭhyate / 
/〕16 gāthā-catuṣṭayena ca yathā-gītaiś ca stotraiḥ / Āryabhadracaryādi-gāthābhir vā pūjanā ca / /
Āryaratnameghe yathoktaṃś /」
【蔵訳】（D.Khi.159a3ff.）「de la re zhig bzang po spyod pa’i cho ga bzhin / / phyag ’tshal la sogs gus par
bya / / Drag shul can gyis zhus pa las / nyin lan gsum mthsan lan gsum du / gtsang ba dang gos gtsang ma
bgos te phung po gsum pa bklag par bya’o zhes gsungs so / / de la phung po gsum ni sdig pa bshags pa
dang / bsod nams kyi rjes su yi rang ba dang / sangs rgyas la bskul ba zhes bya ba ste bsod nams kyi phung
po yin pa’i phyir ro / / de la phyag ’tshal ba ni sdig pa bshags pa’i nang du ’dus te sangs rgyas la
phyag ’tshal nas sdig pa bshags so zhes Nye ba ’khor gyis zhus pa las bstan pa’i phyir ro / / gsol ba gdab
pa ni bskul ba dang don gcig pa’i phyir ro / / mchod pa ni ’byor pa med pa’i phyir mi rtag pas ma smos so
/ / yid dang ngag ni mdo sde gzhan las grags pa’i phyir ma bshad de / / tshig gsum ni gtso bo yin par shes
par bya’o / / de la phyag ’tshal ba ni sangs rgyas thams cad la phyag ’tshal lo zhes bya ba lta bu ste / tshigs
su bcad pa bzhi pa dang / ji ltar ston pa’i bstod pa dang / bZang po spyod pa la sogs pa’i tshigs su bcad pa
rnams kyis so / / mchod pa ni ’Phags pa dKon mchog sprin gyi mdo las ji skad gsungs pa lta bu ste / ～」
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このようにシャーンティデーヴァは、〈ウパーリ所問経〉が「諸仏への敬礼と懺
悔」を説く点を評価している。著者が敬礼を重視する姿勢は、後続する〈集学論〉
第 17 章に、また懺悔を重視する姿勢は、〈集学論〉第 5 章、〈入行論〉第 2 章に各々
集中的に説かれる点から確認できる。その一方で、「賢行」（七支供養）として懺悔
と並列に説かれる随喜、勧請、廻向等は、〈集学論〉第 16 章に一括して扱われてい
る。
■イェシェー・ギェルツェンとその『菩薩堕罪懺悔註』について
イェシェー・ギェルツェン（Ye shes rgyal mtshan. 1713-1793）は、チベットのツ
ァン・ト生まれのゲルク派の勝れた学僧である。パンチェン二世ロサン・イェシェ
ーのもとで出家、受戒する。タシルンポ寺にて学ぶ。「菩提道次第」に関しては、
宗祖ツォンカパの再来を思わせる教師になったともいわれる（本著作もまた「菩提
道次第」に採り上げられる項目を解説したものである）。後にポタラ宮に召され、
ダライラマ八世ジャンペル・ギャンツォの師僧（yongs ’dzin）となり、学識者（Paṇḍita）
の称号を得た。顕密に多数の著作を残した
17
。別名に、ツェチョクリン・ヨンジン・
イェシェー・ギェルツェン（Tshe mchog gling Yong ’dzin Ye shes rgyal mtshan）、オゲ
ン・チュペル（O rgyan Chos ’phel）、カチェン・イェシェー・ギェルツェン（dKa’ chen
Ye shes rgyal mtshan）、ヨンジン・パンディタ（Yong ’dzin Paṇḍita）がある18。
今回、我々が翻訳研究するイェシェー・ギェルツェン作『菩薩堕罪懺悔註』につ
いて科文を示し、その後でその内容について多少解説しておく。ページ数は東北大
学所蔵蔵外文献による（Cf.東北 No.6058（Na.1-14））。各科文の内容については各々
注記を参照されたい。
『菩薩堕罪懺悔註』科文
〔帰敬偈〕（1b1）
〔著作の宣誓〕
19
（1b1）
〔序論〕
20
（1b2）
17 Cf.ツルティム、藤仲〔2005〕pp.50-53
18 Tibetan Buddhist Resource Center の人名ライブラリによる。
19
八万四千の煩悩の対治が目的である。
20
〈説四法経〉からの経証を提示。この〈説四法経〉が「マートゥリカー（本母）」と宣言され
る。〈集学論〉によって、総の立場から罪悪の懺悔、別の立場から堕罪の懺悔を出す。またその
うちの堕罪の懺悔について、四種類を出す。そのなかの三十五仏悔過を説く〈ウパーリ所問経〉
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〔本論－経典の義（内容、意味）を説明する〕（2b1）
1.罪悪・堕罪を懺悔する仕方（2b2）
1-1.依処の力21を説くことを通じて、罪悪・堕罪を懺悔する仕方（2b4）
1-2.対治の現行の力を説くことを通じて、罪悪・堕罪を懺悔する仕方22（3a2）
1-3.能破の現行の力を説くことを通じて、罪悪・堕罪を懺悔する仕方23（5a4）
1-3-1.罪悪・堕罪の懺悔の証人をなされるよう祈願すること24（5a6）
1-3-2.懺悔すべき罪悪・障を確認すること（5b5）
1-3-2-1.略説25（5b5）
1-3-2-2.広釈（6a2）
1-3-2-2-1.〔三〕宝の財を費やした罪悪を説明する26（6a3）
1-3-2-2-2.五無間罪の説明27（6b4）
1-3-2-2-3.十不善によりまとめられた罪悪の説明28（7a2）
1-3-3.罪悪・堕罪をどのように懺悔するかの仕方29（7a4）
1-4.罪過から回復する力を説くことを通じて、罪悪・堕罪を懺悔する仕方30（8b5）
2.善を廻向する仕方（9b1）
2-1.廻向の証人をなさるよう祈願すること（9b1）
2-2.廻向すべき善を確認すること31（9b3）
を本題とする点が明記される。その経典の説明について三種類を出す。
21
依処の力とは、三宝を依処とし、それに対する帰依を意味する。
22
対治の力とは、三十五仏の仏名を唱えて敬礼することである。その結果、罪悪・障が清浄にな
る。三十五仏の配置を表象しながら、身体によって敬礼、口によって仏名の称名、意によって諸
仏の功徳の念に努めることを説く。敬礼の具体的な一例として〈普賢行願讃〉を出す（信解によ
る供養・敬礼）。
23
諸仏に懺悔の証人になってもらうこと、作った罪悪・障礙の識別、罪悪・障礙の懺悔の仕方が
説かれる。
24
三身（法・報・変）を獲得した三十五仏に証人になるよう祈願する。
25
過去から現在にいたるまで、直接自分が作った罪悪・障礙、他者に作らせた罪悪・障礙（教唆）、
他者が作った罪悪・障礙を喜んだことが説かれる。
26
三宝のうち、仏・法については仏塔の財、サンガについては比丘とサンガとの財、これらの盗
みについていう。またこうした盗みを、直接自分が行ったこと、他者に行わせたこと、他者が行
ったことを喜んだことをも罪に含める。
27
五無間罪について、直接自分が行ったこと、他者に行わせたこと、他者が行ったことを喜んだ
ことをも罪に含める。
28
十不善について、直接自分が行ったこと、他者に行わせたこと、他者が行ったことを喜んだこ
とをも罪に含める。
29
単なる告白では駄目である。腹に毒がまわり死の直前にいるような、後悔が必要とされる。「発
露」とは告白、「懺悔」とは後悔・防護心をもったもの。
30
罪悪・堕罪を作っている途上ならすぐに止める。作っていない者は、今後とも決して作らない
と思いを強くする。
31
六波羅蜜の善が出される。自他の善をまとめて、等覚に廻向することを説く。
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2-3.どのように廻向するかの仕方（10b5）
2-3-1.楽・益の生ずるもと〔である〕教えが広まることの因として廻向すること32
（11a1）
2-3-2.悉地の生ずるもと〔である〕上師により、摂取されることの因として廻向す
ること
33
（11a2）
2-3-3.無上の正等覚へ廻向すること34（11a4）
3.義（意味、内容）をまとめて支分を円満に説くこと（12a5）
3-1.支分を七つにする仕方の説明35（12a6）
3-2.七〔支分〕を説くために再び三宝に帰依すること36（13a2）
〔終わりと廻向の偈頌〕（13b2）
おおよその内容は、まず釈迦牟尼仏の教えについて、我々教化対象者の八万四千
の煩悩の滅を目的としたものと確認し、その基本として、〈説四法経〉所説の四力
のうち「能破現行の力」に関係する悔過について経説を示している。〈説四法経〉
は「マートゥリカー（本母）」と宣言される。成立史は不明であるが、確認できた
初出は、バーヴィヴェーカ(500-570. ca.)著の〈思択炎〉における引用である（Cf. 野
澤〔1973〕）。大乗の菩薩戒、特に懺悔儀礼を組織するために登場したかのような印
象を受ける（Cf. 補足資料）が、「マートゥリカー（本母）」であるという発言は
きわめて珍しく、他には知られていない。これは、〈説四法経〉のもとに悔過を組
織した〈集学論〉の立場を、明言したものとも言えるであろう。ちなみに、〈説四
法経〉をマートゥリカーとする悔過儀礼は、〈普賢行願讃〉智軍釈 v.38 にも見ら
れる（Cf. 中御門〔2011〕）。
次に、何人の僧衆や仏の面前において懺悔するかについて、四種類の作法すなわ
ち、十人の面前、五人の面前、一人か二人の面前、三十五仏の面前での懺悔を示す
37
。ここで古来の教団の規定に加えて、〈ウパーリ所問経〉の悔過が本題として明
32
衆生が善を廻向した結果、成仏し、他の衆生に安楽・利益を与える。このように、廻向は救済
活動の原因である。
33
衆生が善を上師・正士に廻向すると、彼らは喜び、その結果、彼らの摂取に衆生はあずかる。
このように廻向は摂取の原因である。
34
過去仏にならった菩提廻向が説かれる。
35
身体による罪悪は敬礼によって懺悔し、口による罪悪は仏名を称えること・秘密真言の読誦に
よって懺悔し、意による罪悪は道の修習によって懺悔する。七支供養（懺悔、敬礼、供養、随喜、
勧請、祈願、廻向）についても言及される。
36
再び三宝帰依が説かれ、罪悪が清浄になった証明印について経証が挙げられる。
37
註 44 の平川説を参照。
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示された。その意味を解説することが、「罪悪・堕罪を懺悔する仕方」「善を廻向
する仕方」「義（意味、内容）をまとめて支分を円満に説くこと」に分けられて骨
格になるが、その第一において四力の懺悔が扱われる
38
。そこでは、罪悪（Tib.sdig
殺生・偸盗・邪淫・妄語の性罪）・堕罪（Tib.lung 飲酒などの遮罪）の規定も経証
から簡略に確認されている。その上で三十五仏への告白を通じて、世々生々自身が
犯した罪の自覚、今後の止悪を強く誓わせるのである。
全般的にこの『菩薩堕罪懺悔註』は、東アジアの概念に当てはめるなら、空無自
性を論じた「理懺」的な面は少なく、経典の悔過の部分を正しく位置付け理解して、
正しく読誦することを通じた「事懺」的な性格を持っている。空無自性の議論は、
顕教の五大教科のうちで「中観学」「般若学」で充分に取り扱われるので、ここに
は詳論していないのであろう。ここに説かれる懺悔は、近現代の「個人」の内面に
問うようなものではなく、哲学的、思想的な議論も詳しくない。しかし、〈集学論〉
第 8 章「懺悔品」での引用箇所（対応箇所は個々に註記した）からも伺えるように、
インド・チベットで長らく伝えられてきた大乗仏教の理論に立って日々儀則として
実践されるものである。その業と果の世界を実感し実践する者にとっては、著者が
奥書に「私のような罪悪ある者が断崖絶壁に墜ちるのを〔防止する〕門板のような
〈三品経〉、〔その〕句と義についての錯誤の網を断じて、悪趣の門を断つ縁を具え
た喜びの住処」と讃えているように、きわめて重要な内容となるのである。
イェシェー・ギェルツェン著
『菩薩堕罪懺悔註 －見ると有益なもの－』の和訳と研究
（1a）『菩薩堕罪懺悔註 ‐見ると有益なもの39‐（Byang chub sems dpa’i ltung ba
bshags pa’i ṭī kka ‐mThong ba don ldan‐）』がございます。
〔帰敬偈〕
（1b）三十五善逝、上師、勝れた尊〔という〕敬礼するにふさわしい者すべてに対
して慇懃に敬礼する。
〔著作の宣誓〕
38
ちなみに、〈普賢行願讃〉v.38 釈には、四力懺悔の祖型が確認できる。教証の一致から、これ
を受け継ぐのが〈集学論〉cp.8「懺悔品」であることが理解できる（Cf.中御門〔2011〕）。
39
聞、見、念ずるのみによっても益がある、といった言い方の一つである。「mthong ba don ldan」
が、阿弥陀仏に関して典籍の副題や仏殿の名に用いられる場合もある（Cf.中御門〔2009〕p.251）。
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〈菩薩堕罪懺悔（Byang chub sems dpa’i ltung ba bshags pa）〉という甚深なる経典40
の意味、〔その〕一部を述べよう。
〔序論〕
そのうちここでは、我々の教主〔である〕無上の牟尼王の御前が、我々三界の教
化対象者たちが貪などの八万四千の煩悩を行うことの対治としてお説きになった
八万四千の法蘊
41
、それらの本母（ma mo）42、あるいは基盤（gzhi）と根本（rtsa ba）
のようになったもの〔である〕〈聖なる四法の説示（’Phags pa Chos bzhi bstan pa’i mdo
sde〉43〔という〕甚深なる『同経』に、「それもまた、能破（rnam par sun ’byin pa）
の現行（kun tu spyod pa）〔の力〕は、不善業を行ったならば、それへの（2a）多
くの後悔である」とお説きになった〔。その〕意味は、〈集学論〉（bSlab pa kun btus
40
通常、「甚深なる」という言葉は〈般若波羅蜜経〉など空性を説く経典を形容するが、「道次第」
においては業果に適用する事例が見られる。初期カダム派の語録『青冊子の註釈』(Toh No.6970
96bff.; 1991 pp.192-194)にも、空性が業果の否定になってはならないと強調し、「善知識御前は、
現在私たちは空性のみを甚深だという。本当に甚深なのは業と果これです。この因からこの果が
生ずるというそれは、仏以外の他は知らないので、十地の自在者も創作できないので、『律』の
冒頭に「一切智者に帰命します」といって規定したのです。空性すべては正理による理解によっ
ても解るべきものがある」などといった先師の言葉を伝えている。Cf.ツルティム、藤仲〔2005b〕
p.374
41
〈倶舎論〉I25-26 に、牟尼の所説の八万の法蘊は色蘊ないし行蘊に包摂されること、法蘊は
アビダルマ論書の量や、蘊などの教語の一つ一つという説もあるが、所行の対治という説が讃え
られる、とされる。そこで称友の『復註』に他部の経文には「八万四千の法蘊がある」とされる
こと、世親の『自註釈』に、貪・瞋・癡などという所行の別により有情たちには八万の所行があ
り、世尊はその対治として八万の法蘊を説かれたとされている。Cf.櫻部〔1979〕pp.186-187、荻
原〔1933〕pp.84-85
42
例えば唯識瑜伽行派の根本典籍〈瑜伽論〉が「本母」と呼ばれるごとく、菩薩戒懺悔儀礼の根
本典籍が〈四法経〉であるという宣言であるように見える。ちなみに〈集学論〉「懺悔品」やツ
ォンカパの『四力懺悔作法』も〈四法経〉所説の四力によって構成されている。ここでは、「本
母」の一例（文脈によって支持するものが変わる）を以下に示す。
Cf.玄奘訳『瑜伽師地論』（『大正蔵』30, p.654b3ff.）
「云何教導。謂由三処所摂教導。一由蔵所摂。二由摩呾理迦所摂。三由二所摂。蔵所摂者、謂声
聞蔵及大乗蔵。摩呾理迦所摂者、謂十七地及四種摂。二所摂者、略有十種。謂諦相教。遍知教。
永断教。証得教。修習教。即彼品類差別教。即彼所摂所依能依相属教。遍知等障法教。遍知等順
法教。不遍知等遍知等過失功徳教。如是能摂一切蔵摂及本母摂、是名総略摩呾理迦」（和訳：ど
のように教導するのか。すなわち三箇に摂められるものによって教導する。一つは、蔵に摂めら
れるものによって〔教導する〕。二つは、マートゥリカーに摂められるものによって〔教導する〕。
三つは、〔上記の〕二つに摂められるものによって〔教導する〕。「蔵に摂められるもの」とは、
すなわち声聞蔵および大乗蔵である。「マートゥリカーに摂められるもの」とは、すなわち十七
地および四種が摂めるもの（〈瑜伽論〉）である。「二つに摂められるもの」とは、略して十種
類ある。すなわち、（1）諦相教、（2）遍知教、（3）永断教、（4）証得教、（5）修習教、（6）
即彼品類の差別教、（7）彼所摂所依能依相属教、（8）遍知等障法教、（9）遍知等順法教、（10）
不遍知等遍知等過失功徳教である。このようによく一切蔵が摂めるもの、および本母（〈瑜伽論〉）
が摂めるもの、この〔二つ〕を摂めて、総略のマートゥリカーと名付ける）
43
現代語訳は、本稿末の補足資料を参照。
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pa）に、全般的には罪悪の蘊（集積）を懺悔すること、そして個別的には菩薩の堕
罪を懺悔することという二つに区別してから説明しているし、堕罪の懺悔について
もまた、軽・重の堕罪という〔二〕点から、
（1）十衆に対する懺悔
（2）五衆に対する懺悔
（3）一人あるいは二人の面前での懺悔44
（4）三十五仏の前での懺悔と〔、合計〕四つ〔の懺悔がある。それ〕につい
て、〈聖宝積経の法門、律の決択であるウパーリ所問経（’Phags pa dKon mchog brtsegs
pa’i chos kyi rnam grangs ’Dul ba gtan la dbab pa Nye bar ’khor gyis zhus pa）〉にお説
きになり
45
、それら〔四つ〕の中から〔ここに該当する〕本題〔すなわち〕三十五
44 Cf.平川〔2000b〕pp.84-96。布薩と人数との関係について、特に参考となる平川氏の説明を挙
げれば以下のとおりである（Cf.ibid.,pp.85-86）。
パーリ律によると、三人の比丘では羯磨作法に則った波羅提木叉の誦出、布薩の行為は許され
ない。三人以下の場合は、羯磨作法に拠らずに布薩を行う。その場合「清浄布薩」といわれ、参
加者は互いに自身の清浄を告げ合って布薩を行う。二人の場合は「対面布薩」、一人の場合は「心
念口言布薩」と呼ばれる。こうした言及は、サンガの構成員が原則四人以上であることを示すた
めに説かれる。これは他の律にも共通するという。『四分律』には、「若しは四、若しは過四なら
ば、応に白し已わりて然るのち説戒すべし。もし三人ならば、各各相向かって説け。云々」（以
下、二人、一人の場合の説明あり）とあり、『五分律』には「若しは四人、若しは過四人ならん
には、応に広布薩すべし。若しは二人、若しは三人ならんには応に相い向かいて浄を説いて言う
べし。云々」とあり、『十誦律』には「四人以上は一処に和合して説波羅提木叉をなし、三人の
場合は波羅提木叉を説くべからず。三語布薩すべし。云々」とあり、『僧祇律』には「一人受、
二人説、三人説、四人広誦」とあることを示している。布薩については佐々木〔1999〕p.32 に以
下のようにある。
「布薩というのは、半月に一度、僧団の比丘（女性僧団の場合は比丘尼）が全員一ヶ所に集まり、
波羅提木叉を聞いて自己の行動を反省する集まりのことで、後には反省会の色合いが薄れ、僧団
の和合を象徴する儀式となった」
45 VVUP.Cf.Python〔1973〕pp.31-32（No.22）「Shā ri’i bu de la byang chub sems dpas nyes pa dang po’i
lci ba ni tshogs bcu la drang por bshags par bya’o / / bud med kyi lag pa nas ’jin pa’i lag pa’i nyes lci ba ni
tshogs lnga la bshags par bya’o / / nyon mongs pa can gyi sems kyis mig gis bltas pa’i nyes pa ni gang zag
gcig gam gnyis kyi mdun du bshags par bya’o / / byang chub sems dpas mtshams med pa lnga dang ldan
pa’i nyes pa dang / bud med kyi nyes pa dang khye’u’i nyes pa dang / lag pa’i nyes pa dang / mchod rten
gyi nyes pa dang / dge ’dun gyi nyes pa dang / de las gzhan pa’i nyes pa lci ba gcig pus nyin mtshan du
bshags par bya’o / /」 （和訳：シャーリプトラよ、さて、菩薩による第一の重い罪過は、十衆を前
にして懺悔すべきである。女性の手を繋ぐ手に関する重い罪過は、五衆に懺悔すべきである。煩
悩のある心をもって目で見た罪過は、一人あるいは二人の面前で懺悔すべきである。菩薩による
五無間の罪過と、女性に関わる罪過と、男児に関わる罪過と、手に関わる罪過と、仏塔に関わる
罪過と、僧伽に関わる罪過と、それら以外の諸々の重い罪過は、三十五仏の面前で一人で昼夜に
懺悔すべきである。） この箇所はツォンカパの「菩薩地註」でも言及される。所説を漢訳分科
によって整理すると、以下のとおりである。〈瑜伽論〉「菩薩地戒品」の説く「応捨諸罪」が「他
勝処罪聚」「違反罪聚」に分科される。そのうち「違反罪聚」が「総説」「広釈」に分科され、
後者が「違反六度摂善法戒」「違反饒益有情戒」とに細分される。この「違反饒益有情戒」がま
たさらに「初於総相」「次於別相」とに分科される。そのうち「次於別相」の「二於背聖教不作
調伏（第四十五違反」）に本所説が要約されている。三品儀礼に摂められる懺悔は、〈入行論〉
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仏の面前での罪悪（自性罪）・堕罪（遮罪）（sdig ltung）を懺悔する（2b）仕方を
説くにあたって、この経典をお説きになった。その〔経典の〕意味を説明するには、
三つ －
（1）罪悪・堕罪を懺悔する仕方
（2）善を廻向する仕方
（3）義（意味、内容）をまとめて支分を円満に説くこと、である。
それもまた、第一、罪悪・堕罪を懺悔する仕方」は、
すなわち、〔尊者ツォンカパが〕「〔最上の道を成就するには定義の円満な依処
を獲得していない間は、成果が来ないので、それの円満無欠の因を学ぼう。罪・堕
の垢に汚れたこの三門は〕特に業障（las sgrib）を浄化することが重要であるから、
継続的に円満な四力に依ることが大切である」
46
とお説きになったように、対治〔で
ある〕円満な四力を通じて、罪悪・堕罪を懺悔することが必要であるから、これに
は四つ －
（1）依処の力を説くことを通じて、罪悪・堕罪を懺悔する仕方
（2）対治の現行の力を説くことを通じて、罪悪・堕罪を懺悔する仕方
（3）能破の現行の力を説くことを通じて、罪悪・堕罪を懺悔する仕方
（4）罪過から回復する力（nyes pa las slar ldog pa’i stobs）を説くことを通じて、
罪悪・堕罪を懺悔する仕方である。
第一〔; 依処の力を説くことを通じて、罪悪・堕罪を懺悔する仕方〕は、
〔〈ウパーリ所問経〉に〕「仏に帰依する」
47
などの三つによって説いた。それ
プラジュナーカラマティ釈を引用して、直後に紹介されている（Cf.Tatz〔1986〕pp.244-246、宗
喀巴上師造、湯薌銘訳『菩提正道菩薩戒論』（新文豊出版公司、中華民国七五年、pp.209-211）、
釋谷〔1981〕pp.245-250）。
〈集学論〉第 8 章「懺悔品」対応個所→Cf.梵本： Bendall〔1977〕pp.168,l.18-169,l.5、英訳：Bendall
＆Rouse〔1990〕p.165,l.1ff.、蔵訳：bSlab pa kun las btus pa, 東北 No.3940.Khi.94b2-5
46
ツォンカパ著『菩提道次第の実践規定を要約し備忘録としたもの（Byang chub lam gyi rim pa’i
nyams len gyi rnam gzhag mdor bsdus te brjed byang du bya ba）』（東北 No.5275, Kha.56b1）。Cf.
ツルティム、小谷〔1991〕p.36; これは、ゲルク派において勤行に常時用いられる経文でもある。
例えば、『諸大寺院でお説きになる法行の次第と、セラ・メのトゥサンノルリン学堂独自の必需
の法行とを収めたもの（Chos sde chen po rnams su gsung pa’i chos spyod kyi rim pa dang Ser smad
thos bsam nor gling grva tshang gi thun mong ma yin pa’i nye mkho chos spyod bcas）』（ACIP.No.S207,
181b5）にも出ている。
47
以下、註記のない太字箇所は『同経』からの引用とする。VVUP.Cf.Python〔1973〕p.32（No.23）
「de la bshags pa ni ’di yin te / bdag ming ’di zhes bgyi ba sangs rgyas la skyabs su mchi’o / / chos la
skyabs su mchi’o / / dge ’dun la skyabs su mchi’o / /」（和訳：さて、これが懺悔である。私はこのよ
うに名付けられた仏に帰依する。法に帰依する。僧伽に帰依する。（以下、三十五仏名列挙）） 〈集
学論〉第 8 章「懺悔品」対応個所→Cf.梵本： Bendall〔1977〕p.169,l.6-16、英訳：Bendall＆Rouse
〔1990〕p.165,l.28ff.、蔵訳：bSlab pa kun las btus pa, 東北 No.3940.Khi.94b5-95a4
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もまた、私の罪悪・堕罪すべてを浄めて、清浄であると三宝は知ってください、と
思うことを通じて、仏など（3a）の三宝に心底から帰依することが「依処の力」で
ある。帰依〔処〕個々の確認と、帰依の仕方などを説明することが必要である
48
が、
多いから、〔ここでは〕ひとまず書かなかった。
第二〔; 対治の現行の力を説くことを通じて、罪悪・堕罪を懺悔する仕方〕は、
対治の現行の力は、「世尊・如来・阿羅漢（bCom ldan ’das De bzhin gshegs pa dGra
bcom pa）」49というのから、「山王〔スメール〕に敬礼する（Ri dbang rgyal po la
phyag ’tshal lo）」というまで50により説く。
それもまた、初めに三十五如来に敬礼することと、名号を唱えることとの利徳を
説明したならば、罪悪の懺悔には強い悦び〔いさむ志〕の力が生じるので、それを
唱えたなら、
「如来釈迦牟尼に敬礼する（De bzhin gshegs pa Shā kya thub pa la phyag ’tshal lo）」
51
と唱えることによって、万劫の罪悪が清浄になる
52
。
同様に「金剛不壊（rDo rje snyin po. 金剛蔵）」〔と唱えること〕によって万劫
の罪悪が清浄になる。
「宝光（Rin chen ’od ’phro）」〔と唱えること〕によって53二万劫の罪悪が清浄
になる。
「龍尊王（Klu dbang gi rgyal po）」〔と唱えること〕によって千劫の罪悪が清浄
になる。
「精進軍（dPa’ bo’i sde. 勇軍）」〔と唱えること〕によって千劫の罪悪が清浄に
なる。
「精進喜（dPal dgyes. 吉祥喜）」〔と唱えること〕によって二千劫の罪悪が清浄
になる。
48
イェシェ ・ーギェルツェン著『三宝功徳随念の方軌の釈論 牟尼の教えを明らかにする灯（dKon
mchog gsum gyi yon tan rjes su dran pa’i tshul rnam par bshad pa Thub bstan gsal ba’i sgron me）』（東北
No.6093, Ba.1-61）は、この目的のための著作である。この著作の概要は、無著による三宝随念説
を扱った中御門〔2010〕、藤仲〔2010〕に示した。
49
これらの称号は仏十号に含まれる。それらの解釈と、仏十号を通じた仏随念については、中御
門〔2008a〕〔2010〕、藤仲〔2008〕〔2010〕を参照。
50 VVUP.Cf.Python〔1973〕pp.32-34（No.23）原文・翻訳省略。本註釈が挙げる三十五仏は VVUP
蔵訳と共通する。ただし VVUP 蔵訳と比較すると、名称の省略形が使用されている。
51 VVUP.Cf.Python〔1973〕p.32-34（No.23）「de bzhin gshegs pa dgra bcom pa yang dag par rdzogs pa’i
sangs rgyas shā kya thub pa la phyag ’tshal lo / /」（和訳：如来・応供・等正覚・仏である釈迦牟尼
に敬礼する。）
52
以下『決定毘尼経』に倣って仏名を挙げておく。
53
以下、各項目において「～の罪悪が清浄になる」という部分は省略表記されているが、今回は
訳出しておいた。
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「宝火（Rin chen me）」〔と唱えること〕によって二千劫の罪悪が清浄になる。
（3b）「宝月光（Rin chen zla ’od）」〔と唱えること〕によって八千劫の罪悪が
清浄になる。
「現無愚（mThon ba don yod. 見不空）」〔と唱えること〕によって一劫の罪悪
が清浄になる。
「宝月（Rin chen zla ba）」〔と唱えること〕によって五無間の罪悪が清浄になる。
「無垢（Dri ma med pa）」〔と唱えること〕によってそれと近い五無間54の罪悪
が清浄になる。
「勇施（dPal sbyin）」〔と唱えること〕によって瞋が起こした罪悪が清浄になる
55
。
「清浄（Tshangs pa. 梵）」〔と唱えること〕によって貪が起こした罪悪が清浄
になる。
「清浄施（Tshangs pas byin. 梵施）」〔と唱えること〕によって万劫の罪悪が清
浄になる。
「婆留那（Chu lha. 水天）」〔と唱えること〕によって千劫の罪悪が清浄になる。
「水天（Chu lha’i lha. 水天中天）」〔と唱えること〕によって五千劫の罪悪が清
浄になる。
「堅徳（dPal bzang. 妙徳）」〔と唱えること〕によって五千劫の罪悪が清浄にな
る。
「栴檀功徳（Tsandan dpal）」〔と唱えること〕によって七劫の罪悪が清浄にな
る。
「無量椈光（gZe brjid mtha’ yas56. 無量威光）」〔と唱えること〕によって七劫
の罪悪が清浄になる。
「光徳（’Od dpal）」〔と唱えること〕によって利徳を無量にお説きになった。
「無憂徳（Mya ngan med pa’i dpal）」〔と唱えること〕によって外道が起こした
罪悪が清浄になる。
「那羅延（Sred med kyi bu）」〔と唱えること〕によって習気が起こした罪悪が
清浄になる。
54
近無間業は、五無間罪に準ずる悪業である。『蔵漢大辞典』pp.961-962 には、阿羅漢尼に邪淫
を行う、見道の菩薩を殺す、有学の僧伽を殺す、僧伽の資具を奪う、仏塔を毀すという五つを挙
げている。
55
『決定比尼経』はこの前に「離垢仏」がある。
56
蔵訳「gZi brjid mtha’ yas」
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「功徳華（Me tog dpal）」〔と唱えること〕によって身の障礙すべてが清浄にな
る。
「清浄光（Tshang pa’i ’od zer57. 梵光）」〔と唱えること〕によって口の障礙す
べてが清浄になる
58
。
「蓮華光〔遊戯神通〕（Pa dma’i ’od zer59. 蓮華光）」〔と唱えること〕によって
意の障礙すべてが清浄になる。
「財功徳（Nor dpal）」〔と唱えること〕によって僧伽の財を費やした障礙すべ
てが清浄になる。
「徳念（Dran pa’i dpal）」〔と唱えること〕によって人を誹謗した障礙〔すべて
60
〕が清浄になる。
「〔善〕名称功徳（mTshan dpal61）」〔と唱えること〕によって嫉が起こした障
礙すべてが清浄になる。
「紅炎幢〔王〕（dBang po’i tog gi rgyal mtshan）」〔と唱えること〕によって慢
が起こした障礙すべてが清浄になる。
「善遊歩〔功徳〕（Shin tu rnam par gnon pa）」〔と唱えること〕によって離間（両
舌）の種類を尽きさせる。
「闘戦勝（gYul las shin tu rnam par rgyal ba62）」〔と唱えること〕によって煩悩
の種類を尽きさせる。
「善遊歩（rNam par gnon pa gshegs pa）」〔と唱えること〕によって、他者に教
唆した（4a）障礙が清浄になる。
「周匝荘厳功徳（Kun nas snang ba bkod pa’i dpal）」〔と唱えること〕によって他
者が行ったことに随喜した障礙を尽くす。
「宝華〔遊歩〕（Rin chen padma63）」〔と唱えること〕によって法を捨てること
の障礙を尽くす。
「宝蓮華善住婆羅樹王（Ri dbang gi rgyal po）」〔と唱えること〕によって上師
と自身との誓言を損なった障礙を尽くす。
それら〔三十五〕如来の名号を一回〔口に〕唱えることと、意に憶念することと
57
蔵訳「Tshangs pa’i ’od zer rnam par rol pa mngon par mkyen pa」
58
梵本、漢訳二本対応なし。
59
蔵訳「Pad ma’i ’od zer rnam par rol pa mngon par mkhyen pa」
60
本文に「thams cad」はないが、前後が揃って「sgrib pa thams cad」とあることから補足した。
61
蔵訳「mTshan dpal shin tu yongs bsgrags」
62
蔵訳「Shin tu rnam par gnon pa’i dpal」
63
蔵訳「Rin chen pad mas rnam ar gnon pa」
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によって、無数劫の障礙が清浄になることを〔、この〕経典（〈菩薩堕罪懺悔経〉）
にお説きになったので、それら利徳を御心に置いてから懺悔に努めるべきである。
懺悔を行うとき、〔行者は〕
64
面前の虚空における、種々の宝で飾られた〔主〕
座（khri）と、蓮華と月〔輪〕との座（gdan）において、勝者釈迦牟尼が中央〔の
座〕、そして他の諸如来が四方と上下〔との座〕に居られるよう明確にしてから、
〔彼らに対して〕身によって礼拝し、口によって彼ら諸如来の名号を唱え、意によ
って礼拝することの利徳と如来の功徳とを憶念すること
65
を通じて、慇懃に拝むべ
きである。
では、どの対象に対してどのような仕方に礼拝するのであるか、というなら、対
象〔である〕三十五如来に礼拝することのうち、最初に中央に居られる勝者釈迦牟
尼に礼拝する仕方を説くには、「世尊・如来・阿羅漢・正等覚者〔である〕吉祥な
仏・釈迦牟尼に敬礼する（bcom ldan ’das de bzhin gshegs pa ’dra bcom pa yang dag par
rdzogs pa’i sangs rgyas dpal rGyal ba Shā kya thub pa la phyag ’tshal lo）」とお説きにな
った。
66
この意味をわずかに説明するならば、四魔を摧破し、（4b）四身・五智を具え、
輪廻と涅槃を越えたから
67
、「世尊」である。一切法の真如と一切法の現前に行か
れた
68
、それを知っておられるから、「如来」である。煩悩の敵を摧破したから「阿
羅漢（応供、殺賊）」である。一切の功徳を正
まさ
しく、如実に完成したから「正等覚
者」という。煩悩の眠りから目覚めたし、〔如実と如量の〕所知すべてについて知
64
罪悪の浄化、福徳の集積を行う前に資糧田（tshogs zhing）を明確にするという観想である。「資
糧田」の実践とは、ツォンカパ著『道次第小論』によれば加行六法の第四、第五として述べられ
るものである。行者は、面前に広大行・甚深見を伝えた諸師方、及び無量の眷属がおられると思
惟（信解）して、資糧の集積と障碍の浄化とを主題とした〈普賢行願讃〉所説の七支供養を彼ら
に奉じる。その功徳によって自己の相続を浄化すること総称した実践である。一例として、チョ
ネ・タクパ・シェードゥプ（Co ne Grags pa bshad sgrub. 1675-1748）著『資糧田と関係する精髄の
実践 －極楽に往く善き道－（Tshogs zhing dang ’brel ba’i snying po’i nyams len －bDe ba can
du ’gro ba’i lam bzang－）』（Co ne grags pa bshad sgrub kyi gsung ’bum, dPyad gzhi’i yig cha phyogs
sbgrigs（天津古籍出版社）Vol.43, Kha.1a-5b, pp.99-101）がある。
65
本論と関連が深い「菩提道次第」における仏の功徳の随念については、ツルティム、藤仲〔2005〕
pp.191-195 を参照。
66 Cf.中御門〔2008a〕p.116、藤仲〔2008〕p.145 note145、中御門〔2010〕、藤仲〔2010〕
67
「’khor ba dang mya ngan las ’das pas na」とある。直訳すると「輪廻と憂いを越えた〔すなわち
涅槃した〕から」となる。四身・五智への言及からは輪廻を越え、小乗の涅槃をも越えたから、
ということになり、大乗の無住処涅槃を意味するのであろう。
68
「chos thams cad mngon sum du gshegs pa」とある。『量評釈』PV 281 に言われるように、これ
は「善逝」というとき、「逝く」ということを証得するという意味で理解するのであろう。Cf.
ツルティム、藤仲〔2010a〕p.219
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が〔花開き〕広がったから「仏」という。すなわち、
69
「煩悩の眠りから目覚めた
から、そして所知についても知が〔花開き〕広がったから、仏は蓮華のように目覚
め、花開き広がった。」という。繁栄（mngon mtho）と至善（nges legs）70との円
満を具えたから「吉祥」である。捨てるべき所対治分すべてに勝ったから「勝者」
である。釈迦の種族に生誕なさったから「釈迦」という。煩悩の敵が静まった（thub
pa）71から「牟尼」という。
そのように説明したその牟尼に対する敬礼の仕方は、〈普賢行願讃（bZang po
spyod pa’i smon lam gyi mdo）〉にお説きになったように72、〔身によって、〕世界
の塵ほどの数と等しい身体を化作して、自身の五支を地につける敬礼において、そ
れらの化作した身によってまた五支を地につける敬礼であると信解する。口によっ
て
73
、功徳が大海のような三十五如来など敬礼の対象者たちに対して、自らの身体
69
チャンドラキールティの『帰依七十頌』（東北 No.3971, Gi.251a2-3）に、「三世の道から解脱し、
所知について知が広がった。迷妄の閉じたものを破ったから、仏陀は蓮華のように広がった。初
め・終わりの無い〔輪廻の生存・〕有において、無明の眠りにより眠った〔世の〕衆生において
現れるものごとは、偽りであり、夢のようだとだと主張なさる。無明の眠りは相続を断ったし、
正しい智慧が生起したので、今や彼は仏陀。人が眠りから目覚めたように。」という。Cf.石川〔1993〕
p.9、ツォンカパ著『現観荘厳論の釈論 善釈金鬘（Legs bshad gSer phreng）』（Cf.東北
No.5412,Tsa.9b3）にも出る。
70
龍樹著〈宝行王正論〉に出る用語法であり、各々、世間と出世間のものをいう。Cf.瓜生津〔1985〕
p.302ff.
71
〈倶舎論〉AK IV「業品」v.64 には、経説に従って、無学の身語意の業が順次、三つの牟尼と
されている。そこでの『自註釈』には、「そして遠離の意味に由って牟尼がある。それゆえに意
のみが遠離せるもので、牟尼と言われる。なぜに無学のみが〔牟尼〕であって、他はそうではな
いのか。阿羅漢は勝義の牟尼であるからである。一切の煩悩の言説が止息しているからである」
などといわれている（Cf.和訳:舟橋〔1987〕pp.301-302; AKBh p.236）。なお「釈迦牟尼」の同義
語に「能仁」がある。音写語「釈迦牟尼」に対応する意訳が「能仁寂黙」であり、その前半を取
ったものである。ここの「能仁」は「よくあわれむ者」の意味であろう。ただし「釈迦」は「能
忍（よく忍ぶ者）」とも意訳され、「能仁」との音通を想起させる。さらに「仁」には「忍」の意
味もある（Cf.石田瑞麿『例文仏教語大辞典』小学館、1997 年、p.866）。
72
〈行願讃〉所説の身口意による敬礼（vs.1-4）に拠った記述である。対応する梵本和訳を示せ
ば以下の通りである。
「【和訳】十方世界における三世に属する人師子たちがどれ程いようと、澄浄な私は身体と口と
意とによって、残らず彼ら全てに敬礼する（v.1）。国土の塵と等しい身体の量によって、一切の
勝者を意で目の当たりにすることによって、〔普〕賢行願の力によって、あらゆる勝者に私は敬
礼する（v.2）。一塵上に塵〔の数〕と等しい諸仏がおり、仏子の中央に坐っている。そのように
残らず法界に勝者が充満すると私は信解する（v.3）。海のような全ての言葉の音声の支分をもっ
て、彼らに対する尽きない海のような讃歎を〔説きつつ、〕あらゆる勝者の功徳を説きつつ、私
は全ての善逝を讃歎する」
〈行願讃〉諸釈の理解については中御門〔2006〕pp.11-14, 35-49 を参照のこと。この三十五仏悔
過の発想は資糧田儀軌に拠っており、その資糧田儀軌が〈行願讃〉に拠ることからも、ここに〈行
願讃〉の敬礼作法が引用されたと思われる。これが「Mdo（経）」と呼ばれるのは、その内容の
要点が簡潔にまとめられており、基本典籍となっているためである。Cf.中御門〔2009〕pp.260-261.
73
属格「gi」であるが、文脈より具格「gis」と読む。
173
と化作した身体各々に（5a）〔さらに〕無数の頭を〔化作し〕、そして各々の頭に
無数の舌を化作して〔彼らの名号を〕唱える。意によって、一塵上にガンジス河の
砂ほどの塵の数と等しい仏、およびその子〔である菩薩〕が居られると信解する
74
。
要するに、地と空間すべてが、仏およびその菩薩の眷属によって満たされていると
信解して、彼らに対して恭敬する点から〔身口意の三門により〕礼拝すべきである。
同様に「如来
75
金剛蔵による摧伏者（金剛不壊）」に敬礼する（de bzhin gshegs pa
rDo rje snying pos rab tu ’joms pa la phyag ’tshal lo）」などと、残りの本文においても
また、どの対境に敬礼するのかとどのような仕方で敬礼するのかの二つずつを通し
て、説明する仕方を知るべきである。それらの本文により、三十五仏への礼拝を直
接的に説いてから、間接的に供養を捧げることが必要であることも説いた〔。これ
に〕よって、〔七支供養のうち〕敬礼の支分と供養を捧げる支分との両者を説いた。
第三、能破〔の現行〕（rnam par sun ’byin pa）の力を説くことを通じて、罪悪・
堕罪を懺悔する仕方を説くには、三つ－
（1）罪悪・堕罪の懺悔の証人をなされるよう祈願することと
（2）懺悔すべき罪悪・障を確認することと
（3）罪悪・堕罪をどのように懺悔するかの仕方である。
第一〔罪悪・堕罪の懺悔の証人をなされるよう祈願すること〕は、
「彼ら〔三十五仏〕等 （々de dag la sogs pa）」というのから「思念して下さい（dgongs
su gsol）」というまで76により、説いた。その意味は、上に説明した「彼ら三十五
仏を始めとする十方世界すべてに（5b）諸仏・世尊がどれほど〔たくさん〕居られ
て（gang ji snyed cig bzhugs te）」ということにより法身を得たこと、「生存し（’tsho
zhing）」ということにより受用身を得たこと、「彼ら仏・世尊すべてが私を（sangs
74
〈行願讃〉v.3 の「意による敬礼」が対応する。
75
ツォンカパは三十六歳のとき、ウルカ（’Ol kha）において八人の弟子たちと修行したとき、ま
ず罪悪を浄め善業を積むことが重要だと考えて、三十五仏の悔過を集中的に行い、指先がすり切
れるまで五体投地を繰り返し、常時、仏の姿を見たという。当初、経文のまま仏名を唱えていた
ところ、頂髻のない仏を見たので、その後、仏名にそれぞれ「如来」という言葉を付け加えて唱
えた。このようにして、ゲルク派では、三十五仏すべてに「如来」という言葉を付けて唱えるこ
とが習慣になっている。この話はツルティム・ケサン先生のご教示による。Cf.石浜、福田〔2008〕
p.84,184
76 VVUP.Cf.Python〔1973〕pp.34-35（No.24）「de dag la sogs pa / phyogs bcu’i ’jig rten gyi khams thams
cad na / de bzhin gshegs pa dgra bcom pa yang dag par rdzogs pa’i sangs rgyas ji snyed bzhugs te / ’tsho
zhing bzhes pa’i sangs rgyas bcom ldan ’das de dag thams cad bdag la dgongs su gsol / 」/（和訳：彼ら
〔三十五仏〕等々、すべての十方世界に居られ、住し、過ごしている、あらん限りの如来・応供・
正等覚者たる、彼ら仏・世尊よ、私を思念して下さい。） 〈集学論〉第 8 章「懺悔品」対応個
所→Cf.梵本： Bendall〔1977〕pp.169,l.16-170,l.1、英訳：Bendall＆Rouse〔1990〕p.165,l.12ff.、蔵
訳：bSlab pa kun las btus pa, 東北 No.3940.Khi.95a5
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rgyas bcom ldan ’das de dag thams cad bdag la）」ということにより変化身を得たこと
を説いた〔、その〕ような仏・世尊の三身を獲得した彼ら〔諸仏〕が、大悲（brtse
ba chen po）をもって〔私のことを〕真近にお考えになり、私の罪悪・堕罪の懺悔
の証人をなされますように、と祈願して、昼夜に罪悪・堕罪の懺悔に努めることが
必要である。〔なぜなら、〕〈聖宝積経（’Phags pa dKon mchog brtsegs pa）〉に、
「菩薩は五無間〔罪〕を具えた堕罪と、女性から生じた堕罪と、手から生じた堕罪
と、童子から生じた堕罪と、仏塔から生じた堕罪と、僧伽から生じた堕罪と、それ
以外の重い〔諸々の〕堕罪は、三十五仏の面前において、ただ独りで昼夜に懺悔す
べきである」
77
とお説きになったからである。
第二、懺悔すべき罪悪〔・障〕を確認するには、
（1）略説
（2）広釈との二つ。
第一〔; 略説〕を説くには、「私の今生と（bdag gi skye ba ’di dang）」というの
から「作ったことに随喜したり（bgyis pa la rjes su yi rang ba’am）」というまで78を
お説きになった。その意味は、私が今生において罪業を直接的に作ったことと、間
接的に他者に作らせたことと、他者が行ったことに随喜したことと
79
、（6a）今世
で行っていなくても、前際の無い〔無始の〕生から今生に到るまでに業と煩悩との
力により、たびたび輪廻に流転したし、そのように輪廻の生処すべてにおいて罪業
を自分が直接的に作ったことと、間接的に作らせたことと、他者が行ったことに随
喜した〔。それら〕諸罪悪が、懺悔すべき罪悪を略説したものである。
第二、広釈には、三つ －
（1）〔三〕宝の財（dkon mchog gi dkor）を費やした罪悪80を説明する
77 VVUP.Cf.Python〔1973〕p.32（No.22）「byang chub sems dpas mtshams med pa lnga dang ldan pa’i nyes
pa dang / bud med kyi nyes pa dang khye’u’i nyes pa dang / lag pa’i nyes pa dang / mchod rten gyi nyes
pa dang / dge ’dun gyi nyes pa dang / de las gzhan pa’i nyes pa lci ba gcig pus nyin mtshan du bshags par
bya’o / /」（和訳：菩薩による五無間の罪過と、女性に関わる罪過と、男児に関わる罪過と、手に
関わる罪過と、仏塔に関わる罪過と、僧伽に関わる罪過と、それら以外の諸々の重い罪過は、三
十五仏の面前で一人で昼夜に懺悔すべきである。）対応箇所については註 45 を参照。
78 VVUP.Cf.Python〔1973〕p.35（No.25）「bdag gis skye ba ’di dang / skye ba thog ma dang / tha ma ma
mchis pa nas / ’khor ba na ’khor ba’i skye ba gzhan dag tu sdig pa’i las bgyis pa dang / bgyid du stsal ba
dang / bgyid pa la rjes su yi rang ba’am / /」（和訳：私は今生と無始無終の生以来、生死流転する〔時
の〕他の諸々の生まれにおいて、悪業を作ったり、〔他者に〕作らせたり、〔他者が〕作ること
に随喜したり） 〈集学論〉第 8 章「懺悔品」対応個所→Cf.梵本： Bendall〔1977〕p.170,l.1-3、
英訳：Bendall＆Rouse〔1990〕p.166,l.15ff.、蔵訳：bSlab pa kun las btus pa, 東北 No.3940.Khi.95a5-6
79
〈行願讃〉v.8 に対応表現がある。〈行願讃〉諸釈の理解については中御門〔2006〕p.16, 52-53
を参照のこと。
80
ツルティム・ケサン先生のお話では、信仰をもって三宝に捧げられた財物を私的に使ってしま
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（2）五無間罪の説明
（3）十不善によりまとめられた集まった罪悪の説明、である。
第一〔; 三宝の財を費やした罪悪を説明する〕を説くには、
「仏塔の財、あるいは（mchod rten gyi dkor ram）」というのから「奪うことに随
喜したり（’phrog pa la rje su yi rang ba’am）」というまで81が出ている。その意味を
説明するなら、この場合の「仏塔」は仏宝と法宝との二つであり、「財」はその〔仏
塔の〕供養の品物（mchod rdzas）である。それを許可なく受用（享受）したならば、
仏塔の財を奪ったことになる。そのように仏〔宝〕と法宝との二つの財を私が直接
的に奪うことと、その上で、「僧伽の財」は聖者〔である〕僧宝そのものの品物で
あり、それを許可なく自らが直接的に受用したならば、僧宝の財を奪ったことにな
るので、〔仏法僧の〕三宝すべての財（6b）を費やした罪悪を懺悔すべき罪悪とし
て説いた。
それから、「十方僧伽の財（phyogs bcu’i dge ’dun gyi dkor）」82というのは、十
方の広大無辺な僧伽の衆に居られる、四人の衆
83
以上の僧伽の品物である。それを
〔一つでも〕許可なく自らが直接的に受用したならば、十方の僧伽の財を奪ったこ
とになり、それについて僧伽の集会の財を
84
奪うことをも言う。この〔罪過の〕仕
方は私たちに生じやすいし、対境もまた〔それに対して罪を犯すと結果がきわめて
重大であり〕きわめて厄介なので、この処に気をつけるべきである。そのように説
明した三宝の財を、私が直接的に奪ったり、間接的に他者に奪わせたり、他者が奪
うことに随喜した〔それら〕罪悪すべてもまた、懺悔すべき罪悪である。
第二〔; 五無間罪を説明する〕
五無間罪を懺悔する仕方を説くには、「五無間（mtshams med pa lnga）」という
のから「作ったことに随喜する（bgyis pa la rjes su yi rang）」というまで85をお説き
うことは、チベットではいわゆる活仏の親族関係において起こりがちであること、日本仏教のよ
うにそれにより家族を養うような事例もそれに該当するということである。
81 VVUP.Cf.Python〔1973〕p.35（No.25）「mchod rten gyi dkor ram / dge ’dun gyi dkor ram / phyogs
bzhi’i dge ’dun gyi dkor phrogs pa dang / ’phrog tu stsal ba dang / ’phrog pa la rjes su yid rang ba’am / /」
（和訳：仏塔の財、あるいは僧伽の財、あるいは四方僧伽の財を偸盗したり、偸盗させたり、〔他
者が〕偸盗することに随喜したり） 〈集学論〉第 8 章「懺悔品」対応個所→Cf.梵本： Bendall
〔1977〕p.170,l.3-4、英訳：Bendall＆Rouse〔1990〕p.166,l.18ff.、蔵訳：bSlab pa kun las btus pa, 東
北 No.3940.Khi.95a6-7
82 VVUP「四方僧伽（phyogs bzhi’i dge ’dun）」。
83
「四人の衆」とは僧団が成立する最少人数を示す。Cf.佐々木〔1999〕p.249 注 17
84
「sgo（門）」とあるが、文脈からして文字の似た「dkor（財）」の誤表記だと思われる。
85 VVUP.Cf.Python〔1973〕p.35（No.25）「mtshams ma mchis pa lnga’i las bgyis pa dang / bgyid du stsal
ba dang / bgyid pa la rjes su yi rang ba’am / /」 （和訳：五無間業を作ったり、作らせたり、〔他者
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になった。その意味はまた、如来の身に悪心をもって出血させた無間業と、僧伽の
離間を行った無間業と、阿羅漢を殺した無間業と、父を殺した無間業と、母を殺し
た無間業である。五無間業を私が直接的に作ったのと、間接的に他者に作らせたの
と、他者が行ったことへ随喜（7a）を行った〔諸々の〕罪悪もまた、懺悔すべき罪
悪である。
それら五つについて「無間業」と呼んだ原因がある。〔なぜなら〕それらのどれ
でも一つを為してから懺悔しなかったならば、他生による間隙はなく、死去した後
に、地獄に投げこまれるので、そのように呼んだからである
86
。
第三、十不善によりまとめられた罪悪を懺悔する〔ことを説明する〕ことは、
「十不善の（mi dge ba bcu’i）」というのから「〔他者が〕行うことに随喜した
り（’jug pa la rjes su yi rang ba’am）」というまで87をお説きになった。その意味は、
「身業は三種類（lus kyi las ni rnam pa gsum）」などとお説きになったように、十不
善業道を正しく実行したことに自分が直接的に行ったのか、あるいは他者を行わせ
た、〔すなわち〕なさせたのか、そのように他者が行う、為すことに随喜した〔、
その諸々の〕罪悪もまた懺悔されるべきこと、または懺悔すべき罪悪である。
第三、罪悪・堕罪をどのように懺悔するかの仕方それを説くには、
「業障それによって（las kyi sgrib pa gang gis）」というのから「隠しません（mi
sbed do）」というまで88をお説きになった。それらの意味を詳細に区別して説明す
が〕作ることに随喜したり） 〈集学論〉第 8 章「懺悔品」対応個所→Cf.梵本：Bendall〔1977〕
p.170,l.4-5、英訳：Bendall＆Rouse〔1990〕p.166,l.20ff.、蔵訳：bSlab pa kun las btus pa, 東北
No.3940.Khi.95a7
86
〈倶舎論〉IV「業品」の『自註釈』ad 96 に次のようにいう －
「諸の無間〔業〕とは、どのような意味か。異熟に対して、他の生を果とする他の業によって、
間を隔てることが不可能であるから、諸の無間〔業〕である。打ち克つことがない、という意味
である。或は、其〔業〕を造った人が此処から死没したときに、地獄に生まれるようになること
に対して、間隔がないから、無間隔であり、其の〔無間隔なる〕状態が無間性である。」
Cf. 和訳:舟橋〔1987〕pp.438-439
87 VVUP.Cf.Python〔1973〕p.35（No.25）「mi dge ba bcu’i las kyi lam yang dag par blang ba la zhugs
pa dang / ’jug tu stsal ba dang / ’jug pa la rjes su yid rang ba’am / /」
（十不善の業道を正しく受持することに入り、入らせたり、〔他者が〕入ることに随喜したり）〈集
学論〉第 8 章「懺悔品」対応個所→Cf.梵本：Bendall〔1977〕p.170,l.5-6、英訳：Bendall＆Rouse
〔1990〕p.166,l.21ff.、蔵訳：bSlab pa kun las btus pa, 東北 No.3940.Khi.95a7
88 VVUP.Cf.Python〔1973〕p.35（No.25）「las kyi sgrib pa gang gis bsgribs nas / bdag sems can dmyal
bar mchi ba’am / dud ’gro’i skye gnas su mchi ba’am / yi dags kyi yul du mchi ba’am / yul mtha’ ’khob tu
skye ba’am / kla klor skye ba’m / lha tshe ring po rnams kyi nang du skye ba’am / dbang po ma tshang
bar ’gyur ba’am / lta ba log pa ’jin par ’gyur ba’am / sangs rgyas ’byung ba la mnyes par ma bgyid
par ’gyur ba’i las kyi sgrib pa gang lags pa de dag thams cad / sangs rgyas bcom ldan ’das ye shes su gyur
pa / spyan du gyur pa / dpang du gyur pa / tshad mar gyur pa / mkhyen par gzigs pa de dag gi spyan sngar
mthol lo / / ’chags so / / mi ’chab bo / / mi sbed do / 」/（和訳：業障が障碍して以来、私は地獄に居
たり、畜生の生処に居たり、餓鬼の処に居たり、辺地の野蛮人に生まれたり、辺処に生まれたり、
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るならば、上に説明したそれら罪業のうちどれでも一つを、今世に憶念により支え
られたのを通じて〔すなわち自覚をもって〕作ったならば
89
、強い後悔によって懺
悔することが必要であるだけでなく、〔たとえ〕今世で〔罪業を〕作らなくても、
輪廻の無始以来今生に到るまでにこの罪悪・堕罪を作った〔あるいは〕これを作ら
なかった〔という〕境界線を持つべきではないので、現在、直接的に憶念しないこ
とを除くと
90
（7b）それら罪悪のみを作ったのであるので、それから強い後悔をも
ってそれら罪悪・堕罪を懺悔することが必要であるし、それもまた例えば、腹に毒
が入った後悔のようなものをすることが必要である。〔なぜなら、〕腹に毒が入っ
たことにより死んだり、死に到るほどの苦以外を生じない〔すなわちそのような苦
のみを生じさせる〕それら罪悪を行ってから懺悔していなくて浄めていないならば、
今世で死ぬ、あるいは死に到る〔ほどの〕苦を生ずるばかりでなく、後世にそれら
業障の力により無暇〔すなわち難〕の住処に必ず投げこまれるからである。
では、それ〔ら悪業〕により投げこまれるその無暇の趣には、いくつあるのか、
というなら、それには八つあることをこの典籍は説いている
91
。「地獄へ死んだり
（dmyal bar ’chi ba ’am）」92というのは、地獄へ行ったりという意味である。よっ
て、地獄など悪趣に関する三つの無暇、野蛮人（kla klo）など善趣に関する五つの
無暇〔、合計〕八〔無暇〕（八難）
93
があるからである。
長寿天の中に生まれたり、根が不全になったり、邪見を持ったり、仏の出現を喜ばない業障があ
る。それらすべてを、智者となり、眼者となり、証人となり、量（認識基準）となった仏・世尊
はお分かりになり、ご覧になる〔。そうした〕彼らの現前で発露し、懺悔する。覆蔵しません。
隠しません。） 〈集学論〉第 8 章「懺悔品」対応個所→Cf.梵本：Bendall〔1977〕p.170,l.6-10、
英訳：Bendall＆Rouse〔1990〕p.166,l.23ff.、蔵訳：bSlab pa kun las btus pa, 東北 No.3940.Khi.95a7-b2
89
声聞の律においては、無意識のうちに行ってしまったことは無記であり、罪悪にはならないが、
一切有情の利益のために発心し修行する大乗の戒においては、利他心なく無意識に行ってしまっ
たことも咎められるし、ましてそれとの自覚をもって行った場合は大きな罪悪となる。
90
宿命通があるならば別であろうが、それらを具えた阿羅漢でも所知障がある。まして凡夫など
は無始時来のことなどは何も思い起こせない。思い起こせる範囲、気づくことのできる範囲に限
ってみても、罪悪ばかりを作っているといった意味である。いわば「悪人」としての自覚が示さ
れていると言えるであろう。
91
ツォンカパ著『菩提道次第大論』にも項目を設けて説かれている。Cf.ツルティム、藤仲〔2005〕
p.144ff.
92 VVUP 蔵訳「dmyal bar mchi ba’am」
93
八難については、ナーガールジュナ著〈親友書簡（bShes springs）〉（Cf.kk.63-64 ; 東北 No.4182,
Nge.43b3 ; 大谷 No.5682, Nge.286b2-4 ; 『大正蔵』32, No.167, 論集部, p.752c23-26 ; 和訳 梶山、
瓜生津〔1991〕p.333, 北畠〔1985〕p.224）の、「邪見を持つことと、畜生・餓鬼・地獄に生まれ
ることと、勝者の教えが無いことと、辺境に野蛮人として生まれること、愚かで唖者なことと、
長寿天とのどれにでも生まれる、という過失の八難です。それらを離れた閑暇を得てから、〔輪
廻の〕生を退けるために勤めてください。」という言葉が『道次第大論』にも引用されており、
有名である。Cf.ツルティム、藤仲〔2005〕p.144
178
それもまた、長寿天
94
に生まれたことが、天に関する無暇である。辺境に生まれ
たことと野蛮人に生まれたことの無暇と、根が不完全な唖と、邪見を持つ順世派
95
の
ようなものと、仏が世間に出現するのを歓喜しない〔すなわち〕喜ばないし怒る悪
魔
96
のような四つの無暇が、人に関する無暇である。それら八無暇に順次に生まれ
ることになる業障が何であるかを上に述べた〔ところの〕それらすべてを、諸仏・
世尊すべては（8a）、全般的に一切法と、個別的に自己の白黒の業をどのように作
ったかのすべてを、如実に証得するから、「智者となられた者（ye shes su gyur pa）」
という。それもまた、眼によって色を見るように現前に明らかに見られるから、「眼
となられた者」という。そして、私たちが善・不善の業を作ったことと良し悪しを
分別するから証人となったし、そのように証人になられてから良し悪しを分別なさ
ったことには、錯誤や欺きがないから「量（認識基準）となられた人士」であり
97
、
諸法のあり方〔である〕空性を現前に知っておられるし、如実に見ておられる如来
彼らの面前で、発露し懺悔すべきである。
発露と懺悔の違いは、「発露し（mthol lo）」というのは、「これとこれの罪悪・
堕罪を作った（sdig ltung ’di dang ’di byas）」ということへの説明である。「懺悔し
た（bshags so）」98というのは、以前のその上にかつて作ったことを後悔する心と、
以後は〔動機の思惟ほども起こらないように制する〕強い防護心
99
をなしたことを
94
長寿天について、ツォンカパ著『道次第大論』には、無想天と無色界の二つだという説と、欲
行により常に散乱した欲界の天という説を示している。また、そこに生まれた凡夫には解脱道を
成就する機縁がなく、善を行う暇がないので、「無暇」すなわち「難」と呼ばれることを述べて
いる。Cf. ツルティム、藤仲〔2005〕p.145
95
通常は上註のように、邪見を持つ者を挙げ、それは、前世、後世、業果、三宝を信じない者で
あると説明する。順世派も因果を撥無するので、このように言うのであろう。
96
「Bdud sdig can」は通常、天子魔である「魔波旬」をいうので、それが人に含まれる記述は例
外的なものである。
97
ディグナーガ著〈集量論〉（東北 No.4203, Ce.1b2; Hattori〔1968〕; 和訳：武邑〔1968〕p.80）
の帰敬偈に、「量となられたもの（tshad mar gyur pa）。〔世の〕衆生を利益したいと欲されるもの、
教主、善逝、救護者に対して帰命します。」という。「なられた」（gyur pa）は、恒常的、本来的
な実在ではなくて、縁起したものであることをいう、というのが伝統的な解釈である。チベット
の学問寺の主要五教科の一つ「量学」の主要典籍であるダルマキールティ著『量評釈』第 2 章は、
この帰敬偈に対する評釈である。この〈量評釈〉II 1a に、「量は欺きの無い知識である」、II 7bc
「生じていないことを退けるために、「なったもの」と説かれた。」とされている。また、これ
に先行する用例として、木村〔1987〕p.39 に、Lalitavistara（Cf.Lefmann ed.1902, p.319 ll.8-9）第
21 章の、「けれども、世尊こそは、諸天とともなる世間の最高の証人となったたもの、〔最高の〕
量（公準）となったものでございます」という言葉が指摘されている。これは成道直前の釈迦菩
薩に対して大地母神が讃えた言葉である。
98 VVUP 蔵訳「’chags so」
99
ツォンカパ著『道次第大論』には、懺悔するとき、「以降、すまい」といって心からの制止す
る防護心が無くてはただの言葉のみになってしまう。それが生ずるのも第一の「能破の現行の力」
に依存する、と説かれている。Cf.ツルティム、藤仲〔2005〕pp.240-241
179
通じて懺悔・防護することである。「覆蔵しません（mi chab bo）」というのは、
どのような罪悪・堕罪を作っても、作ったやいなや、秘密にしたくなっていないも
のが生じたならば（gsang ’dod ma zhugs pa byung na）、〔それを〕覆蔵しないので
ある。そのように生じていないならば、覆蔵を具えた罪悪・堕罪となる。「隠しま
せん（mi sbed do）」というのは、世間において盗んだ品物を隠すように、罪悪・
堕罪を作っておきながら「作らなかった」というのが隠すことである。そのように
しないで、作ったことを「作ったこと」、そして作らなかったことを「作らなかっ
たこと」といって真実に語るなら、隠さないことである。（8b）よって、罪悪・堕
罪を作ってから隠してはいけない。唖と聾のようなものに対して隠したなら、彼は
知らなくても、正等覚者〔すなわち諸仏〕は一切法を現前に見られるものであるの
で、自己が作った罪悪・堕罪すべてをお考えなさるから、それらについて隠したな
ら、さらに自己について〔仏は〕恥られることになる〔。だ〕から、微細な罪過〔例
えば〕無用に土を掘るのと、〔草木の〕根を断つのと、地面に絵を描くように為し
たとしても、如来はお考えになるので、私は彼ら如来のもとに住することと同じだ
と思うことと、善逝の学処に違反してはいけないと思う点から、不放逸に依ること
が必要であるからである。すなわち、〈入行論（sPyod ’jug）〉に、「仏・菩薩た
ちは、すべてについて障礙なく御覧になる。彼らすべての御前において、いつも私
は住する、と」
100
というのと、「無用な土を掘ること、根を断つこと、土に絵を描
くことなどをなすならば、善逝の学処を憶念してから、恐れをもってその瞬間に棄
てよう。」
101
とお説きになったからである。
第四、「罪過から回復する力」は、
「今後も（slan chad kyang）」というのから「いたします（lags so）」というま
で
102
によって説いた。その意味もまた、以前に作った諸々の罪悪・堕罪を懺悔する
100
「sangs rygas byang chub sems dpa’ dag / / kun tu thog（sic.）med gzigs par ldan / / de dag thams cad
spyan sngan / / rtag par bdag ni gnas so zhes / /」Cf. BCA.cp.5, v.31、金倉〔1996〕p.54（「諸仏と諸菩
薩は、到る処礙げのない照覧をなし、一切はその現前にある。そして予もその前に立っている」
と。）
101
「don med sa rko rtsa gcod dang / / sa ris ’bri sogs byed ’gyur na / / bde gshegs bslab pa dran byas
nas / / skrag pas de yi mod la dor / 」Cf. BCA.cp.5, v.46、金倉〔1996〕p.57（土をくだき、草を刈
り、畦を造る等の行い（如来の比丘に対する訓えに従い）無用となった。如来の学処を憶い起し、
それを（破ることを）畏れ、直ちに放棄せよ。）
土を掘ること、草木を自ら伐採すること、他人にさせることが堕（pācattika. 波夜堤）である
ことは、説一切有部と大衆部のPratimokṣasūtra（別解脱戒経）に出ており、対応することについ
ては、石田〔1993〕pp.10-11を参照。「「如来の学（処）」に律蔵の（ﾏﾏ）対応し、それが菩薩
の学処として取り込まれた」と指摘されている。
102 VVUP.Cf.Python〔1973〕p.35（No.25）「slad chad kyang sdom par bgyid lags so / /」（和訳：今
180
だけでなく、今後、それ以降も〔諸々の〕罪悪・堕罪〔のうち、〕作りつつあるも
のは中断し、〔いまだ〕作っていないものは決して作らない、といって〔制御する〕
防護心を堅固にすべきである。
前に説明したそれらの義（内容、意味）をまとめたならば、対治〔である〕円満
な四力に依ることを通じて、（9a）強い後悔の心によって諸々の罪悪・堕罪を懺悔
することに努めることが必要である。そのようにするならば
103
、かつてどれほどの
罪悪・堕罪を作っても、例えば、月が雲により覆いかくされたのが、後で雲を離れ
て、澄んだ虚空の中央に光により美しいように、私の心相続がかつて罪悪・堕罪に
より汚されたのも、後で四力の懺悔によって清浄になり、上の道を成就する適切な
器になるのである
104
。すなわち〈親友書簡（bShes springs）〉に、「以前放逸を行
っていても、後で無放逸を具えたならば、月が雲を離れたように姿が美しい。〔例
えば、〕ナンダ、アングリマーラ、クシェーマ・ダルシン、ウダヤのように。」
105
とお説きになったからである。
そのようによく懺悔したとき、〔たとえ同じ罪悪を作っても、依処の門から違い
があって〕「智者の罪悪は重くても軽く、愚者の罪悪は軽くても重い」という要点
後も防護いたします。）〈集学論〉第 8 章「懺悔品」対応個所→Cf.梵本：Bendall〔1977〕p.170,l.10-11、
英訳：Bendall＆Rouse〔1990〕p.166,l.31ff.、蔵訳：bSlab pa kun las btus pa, 東北 No.3940.Khi.95b2
103
判読しにくい文字がある。「de ltar ’bya ba na」のように見える。
104
「菩提道次第」すなわち「小士と共通した道次第」から「中士と共通した道次第」、さらに「大
士の道次第」というように、あるいは五道十地のように、仏道を漸進することを意味した表現で
ある。
105
「sngon chad bga med byas par gyur na yang / / phyis nas bag dang ldan par byas gyur na / / zla ba
sprin bral lta bur rnam mdzes te / / dGa’ po Sor ’phreng mThong ldan bDe byed bzhin / /」 Cf.SuL.v.14、
北畠〔1985〕p.50、梶山、瓜生津〔1991〕pp.321-322、pp.407-408注8（瓜生津訳：およそ先に怠
惰であった人がのちに怠惰でなくなるなら、その人も雲から出た月のように美しく、たとえば、
ナンダやアングリマーラやクシェーマダルシンやウダヤのようであります。）
マハーマティ著『親友書簡の註釈』（Cf.北京版、大谷No.5690, Nge334b-335a）に、次のように
いう － 「ナンダというのは、貪欲の大きな釈迦族の青年〔である、シャーキャ・ムニの従弟〕
がいた。彼は自分の妻にきわめて執着したので、彼女がいなくては須臾も喜びを経験しなかった。
そのような彼は如来により家から出されて出家した。出家しても昼夜に彼女だけについて尋思し
たが、法についてはそうでなかった。そのような者に如来は阿羅漢を得させたことに関してであ
る。アングリマーラというのは、或るバラモンの子。彼は愚か者であった。すなわち彼は「法に
なる」という師の教えを聞いて、九百九十九人を殺した。彼も後で如来により出家して三界より
離貪した。ダルシンはアジャータシャトル。彼は瞋恚をもった者。すなわち彼は不善の友〔デー
ヴァダッタ〕と出会った。そしてかつての怨恨に拘ったので、〔マガダ国の〕法に適った父王〔ビ
ンビサーラ〕を殺した。彼も善知識・如来の教えのみに依って地獄の火の薪より解脱した。良家
の子〔で給孤独長者の甥〕ケーマカも、非如理の作意によって他人の妻と交合しようとする錯誤
により母を殺した。それから如来の教えのみに依った。糸玉を投げたように地獄の金剛から解脱
した。天上世間の安楽を経験したと、知られている。」Cf.ツルティム、藤仲〔2007〕pp.326-327
初期仏典における雲と月との用例については、真柄〔1981〕pp.180-181を参照。
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106
もまた、まさにそこにあるの
107
と等しい。ゆえに、最初から罪過（悪行）・堕罪
によって染まらないようすべきであるし、百に〔一つでも、〕
108
もしも〔自身の〕
力の大きな煩悩の力により、微細な罪過・堕罪によって染まった以後は、この〈三
品経（Phung po gsum pa’i mdo）〉を誦えることを通して、前に説明した四力によっ
て懺悔することが必要である。そのようにまた〈入行論（sPyod ’jug ）〉に、「私
は憂いを恐れる心でもって、主の御前において現前に合掌し、膝をつけて、罪悪す
べてを懺悔しよう。」
109
と、「昼夜に何度も三品を読誦しよう。」
110
とを（9b）お
説きになった。
〔以上、〕罪悪を懺悔する仕方を説明しおわった。
第二、善を廻向する仕方には、三つ －
（1）廻向の証人をなさるよう祈願すること
（2）廻向すべき善を確認すること
（3）どのように廻向するかの仕方である。
第一〔; 廻向の証人をなさるよう祈願すること〕は、
「仏・世尊（sangs rgyas bcom ldan ’das）」というのから「思念してください（dgongs
su gsol）」というまで111によって説いた。意味は、「彼ら三十五仏などの勝者およ
び仏子に対して、前に罪悪の懺悔の証人をなさったことは恩が大きい〔すなわちあ
りがたい〕し、今なお大慈（brtse ba chen po）によって〔私を〕思念し、廻向の証
人をなさってください。」とお聞かせ申し上げる。
106
出典原拠は〈倶舎論〉「賢聖品」である（アーガマの可能性あり）。和訳、諸本対応箇所に
ついては、櫻部、小谷〔1999〕p.217 を参照。〈普賢行願讃〉釈（v.38）でも引用される。自己の
愚かさについて自覚のある人と、それがなくて傲慢な人との違いである。Cf.ツルティム、藤仲
〔2005〕pp.226-227
107
賢者は、そもそも罪悪を作りにくし、たとえ作ってもすぐにそれの善くないことを知って懺
悔するが、愚者はその逆であるといった意味であろう。
108
「rgya la」のように見えるが、文脈から「brgya la」と読んだ。
109
「bdag ni mya ngan ’jigs sems kyis / / mgon po’i spyan sngar mngon sum du / / thal sbyar pus mo
bcugs nas ni / / sdig pa thams cad bshags par bgyis / /」Cf. BCA.cp.2, v.65、金倉〔1996〕p.25（これな
る予は、苦を恐れ、師主の前に立って、合掌をさゝげ、幾度も平伏して、このすべてを告白する。）
110
「nyin dang mtshan du yang dang yang / / phung po gsum pa ’don par bya /」Cf. BCA.cp.5, v.98、金
倉〔1996〕p.69（朝と夕に三回、三聚（即ち罪悪懺悔、福善随喜、菩提廻向）を転現せよ。） プ
トン著『入菩薩行註 －菩提心作明月光－』（Cf.東北No.5178）における対応、乃至懺悔儀礼の解
説については、前田〔2004〕pp.16-18を参照のこと。
111 VVUP.Cf.Python〔1973〕p.36（No.26）「sangs rgyas bcom ldan ’das de dag bdag la dgongs su gsol
/ /」
（彼ら仏・世尊は私を護念して下さい。）〈集学論〉第 8 章「懺悔品」対応個所→Cf.梵本：Bendall
〔1977〕p.170,l.11、英訳：Bendall＆Rouse〔1990〕p.166,l.31.、蔵訳：bSlab pa kun las btus pa, 東
北 No.3940.Khi.95b2-3
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第二; 廻向すべき善を確認することについて、
「私の今世と（bdag gi skye ba ’di dang）」というのから「まとめて（bsdom nas）」
というまで
112
をお説きになった。その意味を説明する仕方は、このように、私は今
世における六波羅蜜により例示して、あらんかぎりの作った善根と、無始の生から
今世に到るまで、業・煩悩の力により輪廻に流転する〔諸々の〕他の生処において
布施など作った善根すべてを、廻向すべき善としてと説いた。
先に「輪廻の生処すべて
113
」と述べて、ここでは「〔諸々の〕他の生処において」
と述べた理由がある。〔なぜなら、〕罪悪を作った生に比較して、善を作った生は
ほぼ有りえないほどであることを意趣なさって、そのように説明したからである。
では、六波羅蜜により例示される善を作る仕方はどのようなものか、というなら、
廻向の作者（byed pa po）〔である〕私は（10a）〔今〕生と〔始終ない〕世々生々
とのすべてにおいて、布施を与える〔ところの〕悪しき対境〔である〕畜生の生処
に生まれた者
114
以下に対して、ごく小さなもの〔すなわち〕一口ほどの食を与え、
施与した善根
115
でもって例示してから、特にすぐれた対境
116
〔である〕正等覚者〔す
なわと仏〕のようなものに対して、大きなもの〔すなわち〕身体・受用〔されるべ
き資財〕・善根すべてを捧げた
117
善、そして海のような眷属に甚深の法を如理に説
112 VVUP.Cf.Python〔1973〕p.36（No.26）「bdag gis skye ba ’di dang / skye ba thog ma dang tha ma ma
mchis pa nas ’khor ba na ’khor ba’i skye ba gzhan dag tu sbyin pa tha na dud ’gro’i skye gnas su skyes pa
la zas kham cig tsam stsal ba gang lags pa dang / tshul khrims bsrungs pa gang lags pa dang / bdag gis
tshangs par spyod pa la gnas pa’i dge ba’i rtsa ba gang lags pa dang / bdag gis sems can yongs su smin par
bgyis pa’i dge ba’i rtsa ba gang lags pa dang / bdag gi byang chub kyi sems kyi dge ba’i rtsa ba gang lags
pa dang / bdag gi bla na med pa’i ye shes kyi dge ba’i rtsa ba gang lags pa de dag thams cad gcig tu bsdus
shing bzlums te bsdoms nas /」（和訳：私は、今生と無始無終の生以来、生死を流転する〔時の〕
他の諸々の生まれにおいて、布施し、乃至、畜生の生処に生まれた者に、一口程度の食を与え、
戒を守った。私は梵行に住する善根があり、私は衆生を完全に成熟した善根があり、私には菩提
心の善根があり、私には無上の智慧の善根があり、それらすべてを一つに摂めて、合わして、集
積して、） 〈集学論〉第 8 章「懺悔品」対応個所→Cf.梵本：Bendall〔1977〕p.170,l.11-14、英訳：
Bendall＆Rouse〔1990〕p.166,l.32ff.、蔵訳：bSlab pa kun las btus pa, 東北 No.3940.Khi.95b3-5
113
これは、最高の正覚へと発心し、輪廻に転々と生を受けてそれぞれに善を行い、三阿僧祇大
劫を経て成仏する、といった含意になる。
114 VVUP.Cf.Python〔1973〕p.36（No.26）「bdag gis skye ba ’di dang / skye ba thog ma dang tha ma ma
mchis pa nas ’khor ba na ’khor ba’i skye ba gzhan dag tu sbyin pa tha na dud ’gro’i skye gnas su skyes pa
la zas kham cig tsam stsal ba gang lags pa dang /」 （和訳：私は、今生と無始無終の生以来、生死を
輪廻する〔時の〕他の諸々の生まれにおいて、布施し、最低、畜生の生処に生まれる者に、一口
程度の食を与えたり、）
115
この話はツォンカパ著『道次第大論』の菩提心を説く箇所にも出ている。Cf.ツルティム、小
谷〔1991〕p.52、ツルティム、藤仲〔2008〕p.10
116
印刷不鮮明のため一部分しか判読できないが、部分的に読める箇所と文脈からして「yul」と
思われる。
117
〈集学論〉第 16 章の vs.22-23 に、「身体・資財・善根」の増大が説かれる。そのための善行が
七支供養（普賢行）である。
183
明した〔諸々の〕法施もまた、廻向すべき善として説いたので、この本文によって
もまた供養の支分を説いた。〔布施と〕同様に〔他の波羅蜜
118
についてもまた、〕
十不善を断つ戒〔すなわち十善戒〕など持戒した善根であるそれらすべて、そして、
梵は解脱または般涅槃であり、それを得るために慈などの四無量を修習したことが
梵行であるし、それもまた慈などの四無量によって忿怒を破ることにより忍を修習
した善根と、善を為すことへの特別な悦びの精進を行う善を、「有情を成熟させた」
ということにより説いた。〔いまだ〕成熟していない有情たちを成熟させることと、
〔すでに〕成熟した者が解脱させることに特別に悦ぶ精進を行った善と、無上の最
高の正覚に発心してから、それへの〔専注した〕一境性に住して静慮（禅定）を修
習した善根と、無上の智は、智慧法身
119
である。それを得るために（10b）無我の
意味を妙観察智により伺察する善根、〔すなわち〕私が直接に作ったもの、それら
すべてが廻向すべき善である。
それから「一つに摂めて（gcig tu bsdus shing）」というのと、「合わせて（bzlums
te）」というのと、「集積して（bsdoms nas）」というのとの三つの違いはどのよ
うであるのか、というなら、その三つの違いはこのようである。〔すなわち〕「一
つに摂めて（gcig tu bsdus shing）」ということにより、私が三世に作った善すべて
を一方に摂めたと説いた。「合わせて（bzlums te）」というのは古語である。新語
では「摂めた（bsdus）」という意味なので、それにより他の人（プドガラ）が三
世に積んだ諸々の善も一方に摂めたと説いた。「集積した（bsdoms）」というのは、
自己の作った善と、他者が作った善との両者を集積して、正等覚に廻向すべき善と
して説いたのである。
善釈の宝蔵からの、きわめて大切な講釈の道筋（bshad srol）によるこの如意至
宝を、大恩をお返しするために、上師に捧げる
〔、というのが、中間の偈頌である〕。
第三、どのように廻向するかの仕方は、
「無上なる（bla na ma mchis pa）」というのから「そのように私も廻向します（de
bzhin du bdag gis yongs su bsngo bar bgyi’o）」というまで120によって説いた。それも
118
以下、戒・忍・精進・禅定・般若の波羅蜜が説かれる。最終目標を最高の正覚とし、それら
善根を易しいものから徐々に難しいものへと積みながら、常にそれらを廻向して、進んでいくの
である。
119
般若学の基本典籍『現観荘厳論』VII の冒頭には、自性身と智法身と受用身と変化身との四つ
が説かれている。Cf.真野〔1972〕pp.247-261、兵藤〔2000〕pp.97-101, 411-417
120 VVUP.Cf.Python〔1973〕p.36（No.26）「bla na ma mchis pa dang / gong na ma mchis pa dang / gong
184
また〔廻向するときの〕初めに良く結びつけたならば、廻向するときに強い願楽が
生じるので、それを結びつける仕方は全般的には廻向する仕方は多くあるが、最高
であり究竟となったものは、（1）楽・益の生ずるもと〔である仏の〕教えが広ま
ることの因として（11a）廻向すること、（2）悉地（dngos grub.成就）の生ずるも
と〔である〕上師
121
により摂取される因として廻向すること、（3）無上の正等覚
へ廻向することである。
それもまた、〔第一の、仏の〕教えが広まることの原因として廻向することによ
っても、廻向は無上になる。〔すなわち〕現等覚してからも、有情すべての益と楽
を成就するなど、ただ利他をなされるのみである。それもまた、教えが住すること
122
に掛かっているからである。
〔第二の、〕上師〔である〕正士により摂取される因として廻向したことによっ
ても、廻向は無上になる。〔すなわち〕当面と究竟との功徳すべては上師〔である〕
正士〔への親近とその教誡〕に掛かっているし
123
、諸々の善をそのように廻向した
ことにより、生すべてにおいて上師〔である〕正士は喜びながら摂取してくださる、
それに依って功徳すべてが生じるからである。
〔第三の、〕無上の正等覚へ廻向したことによっても、廻向は無上になる。例え
ば、麦の穀粒などが生じるために、それらの種子を蒔いたならば、茎が望まなくて
も生じるように、無上の正覚を得るために善を廻向したならば、他の功徳すべては
ついでに生じることを『道次第（Lam rim）』にお説きになったとおりである124。
ma’i yang gong mar yongs su bsngo bas / bla na med pa yang dag par rdzogs pa’i byang chub tu yongs su
bsngo bar bgyi’o / / ji ltar ’das pa’i sangs rgyas bcom ldang (sic.) ’das rnams kyis yongs su bsngos pa dang
/ ji ltar ma ’ongs pa’i sangs rgyas bcom ldan ’das rnams yongs su bsngo bar ’gyur ba dang / / ji ltar da ltar
byung ba’i sangs rgyas bcom ldan ’das rnams da ltar (sic.) yongs su bsngo bar mdzad pa de ltar / bdag gis
kyang yongs su bsngo bar bgyi’so / /」（和訳：無上なる、この上なく、上のさらに上なるものに廻向
することによって、無上なる正等覚に廻向します。過去の仏・世尊たちが廻向したとおり、そし
て未来の仏・世尊たちが廻向するとおり、そして現在生じた仏・世尊たちが廻向なさったとおり、
そのとおりに私も廻向します。）〈集学論〉第 8 章「懺悔品」対応個所→Cf.梵本：Bendall〔1977〕
p.170,l.15-17、英訳：Bendall＆Rouse〔1990〕p.167,l.2ff.、蔵訳：bSlab pa kun las btus pa, 東
北.No.3940.Khi.95b5-6
121
密教全般において上師の位置はきわめて重要になり、帰依の対象として三宝の前に挙げられ
るようになる。「ラマ教」という俗称もここに由来する。「道次第」においても、正師の重要性と
彼に親近して教えを受けることの意義が、強調されている。Cf.ツルティム、藤仲〔2005〕p.108ff.
122
「bstan pa gnas pa」Cf.ツルティム、藤仲〔2005〕p.145
123 Cf.ツルティム、藤仲〔2005〕p.108
124
『道次第大論』に直接的に一致する記述は確認できていないが、〈普賢行願讃〉による七支
供養の箇所に、わずかな善でも有情すべてとともにして、正等覚へ廻向するなら、無量の福徳を
作りだす、当面に果を与えて尽きてしまうものも無尽にすることが、説かれている。さらに、『道
次第大論』には、『菩薩地』「供養親近無量品」や「自他利品」に基づいて、無上正覚へ廻向す
るなら大きな果を生ずることを述べているが、『菩薩地』各品の末尾にはその項目の実践が当座
185
ゆえに、私の上師〔である〕正士〔すなわち〕智慧の自在者〔ツォンカパ・〕ロプ
サン・タクペーペル（Blo bzang grags pa’i dpal）125もまたこの含意を御覧になって、
善を廻向することのすべてはその三つを適宜廻向なさったのである。
それらの｢廻向の仕方｣の中では、この場合には正等覚に廻向するのである。それ
もまた（11b）｢無上なる、この上ない（bla na ma mchis pa / gong na ma mchis pa）｣126
と述べたのは、一般的には、無上と上にないとの二つは同一義であっても、ここで
二つを述べたのは矛盾と捉えていない。〔なぜなら、〕｢無上なる｣により色身を説
いてから、｢上にない｣により法身を説いたからである。｢上の上、上師の上師（gong
ma’i gong ma / bla ma’i bla ma）｣とお説きになった違いもまた、このとおりである。
〔すなわち〕「上の上」ということにより受用身を説いて、「上師の上師」という
ことにより変化身を説いたからである。受用身について「上の上」と呼んだ理由が
ある。「第十地の菩薩に対して上である（byang sems sa bcu pa pa la gong ma）」と
お説きになったし、その受用身はかの第十地の菩薩の上に有るので、そのように呼
んだからである。変化身について「上師の上師」と呼んだ理由がある。声聞・独覚
の阿羅漢と、清浄地
127
に住する菩薩について、「上師」というべきであり、彼ら変
化身のそのまた「上師」であるので、そのように呼んだからである。以前、このよ
うな説明は、見た者は〔いないのも〕もちろん、聞いた者は誰〔がいる〕か。〔こ
のような説明は〕最近、仏尊（lha）と〔ツォンカパなど〕上師との悲（あわれみ）
より来た。
よって、前に説明したそれらの〔諸々の〕善を色身と法身
128
との二つを得るため
に廻向したから、「無上正等覚に廻向を為そう（bla na med pa yang dag par rdzogs pa’i
byang chub tu yongs su bsngo bar bgyi’o）」、すなわち「しよう」という意味である。
と究竟の利益を生じさせることを説いており、究竟の正覚という果のほかに、当面のさまざまな
果を生じさせるということになる。Cf.ツルティム、藤仲〔2005〕p.129,202-203,235-236
125
ゲルク派の開祖ツォンカパ・ロサンタクパ（Tsong kha pa Blo bzang grags pa.1357-1419）であ
る。著者とは直接の師弟関係にないが、祖師として日々の勤行において彼の徳を憶念しているこ
とから、このように言うのであろう。
126
ジターリの著作では、三乗の聖者の上で最上とし、簡単に法身に言及している。Cf.白崎〔1990〕
p.234; 他方、本著作では、三身説、十地説をも組み込み、諸仏菩薩への視点がより明確になって
いる。
127
〈荘厳経論〉「発心品」IV-2（長尾文庫〔2007〕p.87 ; 東北 No.4020, Phi.4b2-3 ; Lévi〔1907〕
p.14 ; 和訳 宇井〔1961〕p.81 ; 袴谷、荒井〔1993〕p.95）に、「発心それは諸地における信解〔行
地〕と清浄な増上意楽〔の菩薩の七地〕と、成熟〔の第八地など〕は他に認める。同じく障を断
じたもの〔仏地〕である」というように四種類に分ける場合、不浄地は、第一歓喜地から第七遠
行地、清浄地は第八不動地から第十法雲地までをいう。
128
ナーガールジュナなど中観派は二身説、唯識派は三身説である。二身説の場合、色身は受用
身（報身）、変化身（化身）をまとめたものである。
186
それもまたどのようにか。例えば、過去の諸仏・世尊たちが諸々の善を正等覚に廻
向なさったり、未来の諸仏・世尊（12a）たちもまた廻向なさるであろう、現在居
られる諸仏・世尊たちが諸々の善を正等覚に廻向なさる〔。それと同じ〕ように、
私もまた諸々の善を正等覚に廻向を為そう、といって行ったのである
129
。
よって、善を正等覚に廻向することは、たいそう慇懃にすることが必要である。
ヨーガ自在者のミラレパ
130
もまた、「岩において修習する行者と、〔彼の〕生活に
資する施主の二人は、仏に等しく広大な縁起がある（※）。」とお説きになってか
ら、「縁起はどのようにあるのか。」というと、「縁起の精髄は廻向である。後で
この廻向を慇懃に行ってください。」といって、「生活に資する善それにより例示
される諸々の善を仏〔の位〕を得るための因として廻向するし、それを廻向した縁
起により仏〔の位〕を得るであろうし、将来の教化対象者たちに対してもまた、善
を行なった後で廻向を慇懃にしなさい。」と仰ったからである。
第三、義（内容、意味）をまとめて七支分を円満に説くことには、二つ －
（1）支分を七つにする仕方を説明することと
（2）七〔支分〕を説くために再び三宝に帰依することを説くことである。
第一〔; 支分を七つにする仕方を説明すること〕は、
「罪悪すべてを個々に懺悔した（sdig pa thams cad ni so sor bshags）」というのか
ら「勝れた〔智慧を〕得るように！（dam pa thob par gyur cig）」というまで131によ
って説いた。（12b）それもまた、「罪悪すべてを個々に懺悔した（sdig pa thams cad
ni so sor bshags）」ということの意味は、〔身口意の三門のうち〕身の門から積ん
129 Cf.白崎 p.234 註 127
130 Mi la ras pa.1040-1123。彼の言葉を集めた『十万（mGur 'bum）』（rNal ’byor gyi dbang phyug chen
po Mi la ras pa'i rnam mgur（mTsho sngon mi rigs dpe skrun khang. 1981）pp.164-165; ※）が出典であ
る。ここでは、「rten ’brel yod（縁起がある）」であるが、原文では「rten ’brel yin（縁起である）」
とある。これは、ミラレパがマルパのもとでの修行のあとで故郷に戻ってから、山の岩窟で一人
修行しているとき、妹とかつての許嫁の施与に感謝して述べた言葉の一部分である。ミラレパも
また、当初、呪術を用いて、自己の家族を迫害した叔父、叔母など多くの人に復讐したが、後に
激しく悔恨して仏道に入り、上師マルパへの親近、恭侍を通して罪悪を浄め、その伝統を継承し
た大成就者になったのであった。七支供養による祈願はミラレパの伝記に幾つも見られる。例え
ば、マルパから教誡を授かったときミラレパが捧げた歌、ミラレパが入滅したとき駆けつけた弟
子のレーチュンパが捧げた歌などである。Cf.rNal 'byor gyi dbang phyug chen po Mi la ras pa'i rnam
mgur（mTsho sngon mi rigs dpe skrun khang. 1981）pp.100-101,849-850
131 VVUP.Cf.Python〔1973〕p.37（No.27）「sdig pa thams cad bshags so / / gsod nams thams cad la rjes
su yind rang ngo / / sangs rgyas thams cad la gsol ba ’debs so / / bdag gis ye shes bla na med pa’i mchog tu
gyur cig / /」（和訳：罪悪すべてを懺悔した。福徳すべてに随喜した。仏すべてに祈願した。私に
よる智慧が無上の最高のものとなるように！） 〈集学論〉第 8 章「懺悔品」対応個所→Cf.梵本：
Bendall〔1977〕p.170,l.17-18、英訳：Bendall＆Rouse〔1990〕p.167,l.7ff.、蔵訳：bSlab pa kun las btus
pa, 東北 No.3940.Khi.95b6-7
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だ
132
諸罪悪を礼拝などによって懺悔し、口の門から積んだ諸罪悪を如来の名号を唱
えること、甚深な秘密真言を誦えたことなどによって懺悔し、意の門から積んだ諸
罪悪を、道を修習したことなどを通じて懺悔することが必要である〔。だ〕から、
「個々に懺悔した」と説明したのである。
「罪悪すべてを個々に懺悔した」というこれにより、上に説いた①②罪悪の懺悔
の支分
133
と、③供養を捧げた支分との二つをまとめて説いた。その二〔支分〕の上
に福徳〔すなわち〕④自他が作った善すべてに随喜する支分、⑤十方の諸仏すべて
に対して法輪を転じるよう勧請する支分、⑥般涅槃のさまを示さないで劫が空っぽ
になるまで居られるよう祈願する支分
134
、⑦「私は無上の最高の勝れた智慧を得る
ように！」ということにより、上に説明した廻向を行う諸々のやり方をまとめてか
ら、廻向の支分を説いたのである〔。だ〕から、そのようならば、円満な七支分（七
支供養）を説いたことを知りなさい。
仏尊（lha.神）と上師との悲の光により、（13a）智慧の蓮華が良く開花して、〔花
の蜜を求める蜂のように、善釈を求める学者たちのために、本著のような〕新しい
講釈の道筋の蜂蜜の精髄ができた。今回、私が弁別したことは稀有である
〔というのが、中間の偈頌である。〕
また、この〈〔菩薩堕罪懺悔〕経〉について、〈三品経（Phung po gsum pa’i mdo）〉
ともいう
135
。〔なぜなら、〕罪悪の懺悔の品と、善の廻向の品と、随喜の品との三
〔品〕を唱えさせることにより、そのように説明しているからである
136
。
132
単に作っただけの業より、集積した業のほうが、その果を与えるにあたって強力になる。作
った業と集積した業の違いについて、ツォンカパ著『菩提道次第大論』（和訳：ツルティム、藤
仲〔2005〕p.232）は、『本地分』と『摂決択分』を引用して説明している。
133
敬礼と懺悔とを含む。
134
「済度されるべき衆生が一人でも輪廻に残っている限り示寂しない」といった意味であり、
菩薩の誓願内容の一つでもある。
135
註 1 を参照のこと。
136
「三品」の語を出して、「懺悔、随喜（・廻向）、勧請」と定義する論書に、『大智度論』と〈集
学論〉（本稿冒頭「〈ウパーリ所問経〉所説の懺悔」に対応箇所掲載）とがある。
○龍樹菩薩造、鳩摩羅什訳『大智度論』（『大正蔵』25, 釈経論部上, p.495b）
「菩薩礼仏有三品。一者悔過品、二者随喜廻向品、三者勧請諸仏品」
（和訳：菩薩が仏に礼拝する際に三品がある。一つは悔過品、二つは随喜廻向品、三つは勧請諸
仏品である）
ただし古訳仏典を探ると、「三」という数と、所説儀礼とが必ずしも整合するわけではない（Cf.
中御門〔2000〕）。また「三品」の「品」に相当する、「Skt.skandha」の内容も定かではない。近
年、この問題について平川説を踏まえて論究したものに、袴谷憲昭『仏教教団史論』（大蔵出版、
2002 年）がある。同著「第二章 Śikṣāsamuccaya および平川彰博士言及の諸経典」（pp.164ff.）で
は、平川氏によって推定され、かつ現存しない最初期大乗経典｢三品経｣の実態について論考され
ている。袴谷氏は手かがりとして、〈集学論〉所説「Skt.Āryogradattaparipṛcchāyāṃ hi tri-rātre trir 
divasasya ca śuceḥ śuci-vastra-prāvṛtasya ca Triskandha-pravartanam uktaṃ」（袴谷訳：『聖ウグラダッ
188
第二、その七支分を説くために、再びその三宝への帰依を行うやり方を説くには、
「最高の人・勝者たち（mi mchog rgyal ba gang dag）」などとお説きになった。
その意味は、最高の人となられた勝者あるいは仏は、現在居られる者たちと、過ぎ
去った〔すなわち〕かつて出現しおわった諸仏である。同様に「未来の仏の身口意
の功徳と賞讃は無辺であるし、大海のような三世の一切諸仏に対して合掌し、敬っ
て、近づき帰依を為す（gang ma byon pa’i sangs rgyas kyi sku gsung thugs kyi yon tan
dang bsngas pa mtha’ yas shing / rgya mtsho chen po dang ’dra ba’i dus gsum gyi sangs
rgyas kun la thal mo sbyar ba ste gus par byas te skyabs su nye bar mchi ba ste ’gro）、す
なわち〔帰依〕する」と直接的に説いてから、間接的に法宝と僧宝に帰依すること
を説いた。
そのように七支分を通じて罪悪・堕罪を懺悔した者において、夢兆はいかなる出
方があるのか〔ということ〕は、夢において、悪い食物を吐くことと、酪（ヨーグ
ルト）と乳などを飲むことことと、太陽と月が見えることと、虚空を往くことと、
火が燃えることと、水牛と黒い人を制することと、比丘と比丘尼との（13b）僧伽
が見えることと、出乳樹と、象と、牛王と、山と、獅子座と、宮殿の上に昇ること
と、聞法することなどを夢見たならば、〔それらは吉兆であり、〕罪悪が清浄にな
った証因（しるし）であることを、〈準堤陀羅尼（bsKul byed kyi gzungs）〉にお説
タ所問〔経〕』において、｢夜に三度、昼に三度、清浄となり、清浄な衣類で被われたものは『三
品経』を誦すべきである）」（cp.16）、〈入行論〉所説｢Skt.rātriṃ divaṃ ca Triskandha tri-kālaṃ 
pravartayet｣（袴谷訳：夜と昼とに三度〔ずつ〕『三品経』を誦すべし）とに出る、｢Skt.pra-√vṛt
（pravartanam、pravartayet）｣に着目された。蔵訳は「Tib.bklag pa」（読誦）である。この｢Skt.pra-√vṛt
（pravartanam、pravartayet）｣の理解については、梵本 Śikṣāsamuccaya の校訂者 Cecil Bendall も疑
問を呈し、注記に「The Tib.（178a.2）understands this expression as the reading（bklags pa）of the
Triskandhaka.」と記す程である（Cf.Bendall〔1977〕p.290,note1）。通常この梵語に「読誦」の意味
は確認できないが、袴谷氏は語形が近似したパーリ語「parivattati」の使役形「parivatteti」に注目
された。用例として「mantaṃ pavatteti」（呪文を唱える）を確認され、「Triskandha とは、在家者
の Khandhaka（＝Skandhaka、犍度部）に肖かった在家者向きの簡便な呪文に類するもの」との見
解を示された。これは、平川氏（静谷氏）が、『法鏡経』所説「三品経事」、『郁迦羅越問菩薩行
経』所説「三品法経」、『大宝積経』「郁伽長者会」所説「三分法」、『決定毘尼経』所説「三事」、
『大宝積経』「優波離会」所説「三種法」から、最初期大乗経典「三品経｣を想定されたことに対
する、新説である。一般的に経典内に別の経典名が挙がることは考え難い点からも、筆者は氏の
見解に大筋で異論はない。私に補説するならば、通常｢Skt.pra-√vṛt｣は「前に転がる」であるから、
解釈上は「回転する」、つまり「繰り返す」「転読（重要な部分を抜粋して読むこと）」と了解し
得る。仏十号「世間解」の働き（仏は昼夜三回、衆生界を御覧になり、良くご理解なさるから「世
間解」という）を念頭にして、昼夜三度、合計一日六度繰り返すのだから、｢Skt.pra-√vṛt｣が使用
されたと理解できる。例えば「七支供養を行う」という場合も、実際は「七支供養の文句を読誦」
することである。こうした点を勘案して、蔵訳者は内容を良く捉えた「Tib.bklag pa」（読誦）と
いう表現を当てたと考える。
189
きになった
137
。
ここに〔終わりと廻向との偈頌を〕述べる －
上師および仏尊（神）すべての悲（あわれみ）より、
福分を具えた明慧の者が歓喜を生ずるために、
甚深なる〈三品経〉
138
の義（内容、意味）の、
方向〔あるいは部分〕ほどを説明するこの良き話は
別解脱が生じた、袈裟の姿をした者〔である〕
ブッダ・ジュニャーニャ〔すなわちサンギェー・イェシェー〕
139
〔という名の〕私
が文字に記した。
〔この著作〕それから生じた白〔すなわち〕善の集まり
それにより、私と恩ある者とが、
無始の時からの生々において、
たびたび積んだ罪悪・堕罪およびその習気を、
浄めて清浄にしてから、究極的に障を離れた
功徳すべてを完成した〔円満な〕仏を速やかに得るように！
当面においてもまた、牟尼の教えの宝が、
一切の方角・時において栄えて広がった方便〔である〕
講説と修行（bshad sgrub）〔という〕太陽と月が一緒に昇ってから、
昼夜、益と楽との光により満たすように！
この方法に勤めて〔著作したが〕、およそ誤りがあるものは、
上師および仏尊（神）、さらに学者の衆は、
信仰と恭敬を通じて堪忍してください。
憐れみによって私の障をなくしてください。
私のような罪悪ある者が断崖絶壁に転落するのを
140
137
〈準堤陀羅尼〉は、梵語「Cundādhāraṇī」の音写。この典籍自体の蔵訳（Cf.東北 No.613.Ba、
東北 No.989.Vam）は真言のみであり、夢の兆相の記述は無いから、これもまた〈集学論〉（東北
No.3940, Khi.97a4-5 ; Bendall〔1977〕p.173 ; 『大正蔵』32, p.109b）への引用に基づいた記述であ
る。ツォンカパ『道次第小論』『道次第大論』の「小士と共通した道の次第・業果を信じる」の
箇所に引用されている。『四力懺悔作法』においても同趣意で引用される。Cf.ツルティム、藤仲
〔2005a〕p.127、同〔2005b〕p.240
138
本経〈菩薩堕罪懺悔（Byang chub sems dpa’i ltung ba bshags pa）〉の別名。Cf.田中〔2009〕p.35
139
著者イェシェー・ギェルツェンの別名であろうか。しかし、Tibetan Buddhist Resource Center
の人名ライブラリでは、著者別名として確認できなかった。別人の可能性についても、イェシェ
ー・ギェルツェンと師弟関係にある「サンギェー・イェシェー」を確認できなかった。筆受や書
写などの段階で梵語に不慣れなチベット人僧侶が、間違えた可能性も否定できない。
140
「dharma（法）」の語根「√dhṛ（たもつ）」にかけた言い方である。インドにおいてこのよう
190
〔防止する〕門板（sgo ’phar）のような〈三品経〉、
〔その〕句と義について錯誤の（14a）網を捨てて、
悪趣の門を断つ福分ある者が喜ぶ処。
疑を破る勇者〔すなわち仏〕を見ることにより浄信し、
その名号を聞いた瞬間に
あらゆる猛烈な輪廻の苦を
瞬時に破られる憐れみの蔵〔である〕
三十五の善逝の集まりに対して、敬礼します。
八万四千の煩悩への最高の対治〔である〕
四力の円満な〈堕罪懺悔経〉の
句義を明かすもの〔であり〕、悉地（成就）すべてが生じる〔もとである著作〕こ
れを、
思念成就、長寿の私は、印板に完成した。
この善により、教えの宝が栄えて広がり、
あらゆる持教者〔である〕正士が安泰であり、
父母、縁故者が〔煩悩と所知の〕二障の戦いに勝って〔成仏し〕、
すべての者がまた、今〔生〕と後〔生〕との利益すべてが成就するように！
〔世の〕衆生の煩熱を除く
141
ために、
衆生にとって医師のこの善釈
142
を、
衆生の利益が増大するために、ツェ〔チョク〕リン（Tshe〔mchog〕gling）143にお
いて、
衆生を益する知により敬って捧げた。
■補足資料 〈説四法経〉和訳
（北京版：大谷 No.915, mDo, Zhu.63b7-64a2、デルゲ版：東北 No.249, mDo-sde,
Za.59a5-b7）
な解釈は未詳であるが、チベットでは、法は悪趣へ転落させないように保持してくれるものと捉
えられている。
141
清涼を得させるから「戒（śīla）」という通俗語源解釈への言及である。〈倶舎論〉や唯識派の
典籍での用例については、長尾〔1987〕p.128、中御門〔2008b〕pp.34-36 を参照のこと。
142
「道次第」において、インドの経論を引用して、法を説く善知識は医師、業と煩悩により苦
しむ自己は病人だと考えるよう教えている。Cf.ツルティム、藤仲〔2005〕pp.101-102
143
著者が住した寺院の名前。
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「インド語で Ārya Catur dharma nirdeśa nāma mahāyāna sūtra、チベット語で ’Phags
pa Chos bzhi bstan pa zhes bya ba theg pa chen po’i mdo（〈聖なる四法の説示〉といわ
れる大乗の経）。
すべての仏と菩薩とに礼拝します。
このように私が聞いた或るときに
144
、世尊は、三十三天の中において天の善法集会
処
145
に、比丘満五百人の比丘の大僧伽と、マイトレーヤ（弥勒）と、マンジュシュ
リー（文殊師利）などきわめて多くの菩薩大士と、いっしょに居られた。それから
世尊は菩薩大士〔である〕マイトレーヤに対して宣べられた。
146
マイトレーヤよ、菩薩大士
147
は四つの法を具えるなら、造ったし積んだ罪悪
148
を制圧することになる。四つは何かというなら、すなわち、
149
能破の現行と、対治
の現行と、罪悪の遮止の力、依処の力である。そのうち、能破の現行は、不善業を
行じたなら、それについて後悔が多いのである。そのうち、対治の現行は、いつか
善業を為してまた善業にきわめて努めるのである。そのうち、罪悪の遮止の力は、
〔制止する〕律儀を正しく受けたことにより〔その罪悪を今後〕行わない律儀を得
たのである。そのうち、依処の力は、仏と法と僧に帰依することと、菩提心を棄て
ないことである。〔すなわち〕その力を具えたことに拠って、罪悪により制圧され
ることはありえない。マイトレーヤよ、菩薩大士はそれら四つの法を具えたなら、
造ったし積んだ罪悪を制圧することになる。
菩薩大士はこの経典を常に〔黙読で〕読むべきである。〔暗記からも〕誦えるべ
きである。思惟すべきである。修習すべきである。多くなすべきである。よって、
144
漢訳では「如是我聞、一時」となるが、チベット訳では区切り方が異なる。Cf.ツルティム、
藤仲〔2007b〕p.61、ツルティム、藤仲〔2010b〕p.89
145
漢訳では「善法堂」。スメール山の頂上にある善見城の南西にあるとされる。
146
この間の正宗分が、〈集学論〉（Bendall〔1977〕p.160、蔵訳：bSlab pa kun las btus pa, 東北
No.3940.Khi.89b7-90a1、『大正蔵』32,No.1636,p.107a）に引用ないし提示されている。
147
「byang chub sems dpa’ sems dpa’ chen po」 ハリバドラ著〈現観荘厳論大註〉（Cf.Wogihara
〔1973〕 p.22）に、「ボーディサットヴァ・マハーサットヴァ（菩薩摩訶薩）」「菩薩大士」の
語義について、「ボーディすなわち一切法に無執着な自利の成就へのサットヴァすなわち意楽を
有する者がボーディサットヴァである。〔しかし、〕声聞なども同様であるから、〔さらに〕マ
ハーサットヴァという。大きな利他の成就へのサットヴァ（心）を有する者が、マハーサットヴ
ァである。ただマハーサットヴァは他の外道の聖者のようになるから、ボーディサットヴァとと
もに用いる」という。Cf.真野〔1972〕pp.63-65、石川〔1993〕p.34、平川〔1989〕pp.279-285
148
為した業と集積した業との違いについて、ツォンカパ著『菩提道次第大論』には『本地分』
と『摂決択分』により説明している。Cf.ツルティム、藤仲〔2005〕p.232
149
本経の訳語では、「rnam par sun ’byin pa kun tu spyod pa（能破現行）」、「gnyen po kun tu spyod
pa （対治の現行）」、「ser chud par byed pa'i stobs（罪過の遮止の力）」、「rten gyi stobs（依処
の力）」である。〈集学論〉に引用された〈説四法経〉には三番目が「nyes pa las zlog pa’i stobs」
となっている。Cf.ツルティム、小谷〔1991〕pp.40-41
192
悪行は果を与えることができなくなる。世尊はそのように宣べられてから、菩薩大
士〔である〕マイトレーヤと、彼ら比丘と、彼ら菩薩
150
とシャクラ（帝釈天）
151
な
どの天子たちと〔彼ら〕すべてを具えた彼ら眷属は喜んで、世尊が説かれたことを
讃えた。
〈聖なる四法の説示〉といわれる大乗の経は完了した。インドの親教師スレンド
ラボーディ（Surendrabodhi）と主任翻訳師大徳イェーシェデ（Ye shes sde）が制作
し校訂して、決択した。」
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